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結城市との友好を深めています 問行政経営課☎22‒9313

　小山市と結城市は、平成26年10月2日に友好都市の盟約を締結し、盟約に基づき、市民の利便性向上のため、
各種連携事業を積極的に推進しています。5月19日㈮には、小山市役所で平成29年度第1回情報交換会を開催し
ました。両市の市長をはじめ執行部、計26人が出席し、①企画・行政・生活、②保健・福祉、③経済、④建設・
水道、⑤教育の5分野に基づく連携事業について意見を交換しました。

●平成29年度連携事業一覧
政策分野 主な事業

1.企画・行政・生活

定住自立圏情報交換会の実施、定住自立圏共生ビジョンに基づく連携事業の実施、ケー
ブルテレビなどを利用した情報の相互発信、広報紙による情報の相互掲載、ボランティ
ア団体・市民活動団体の相互交流会の実施、災害時および消防相互応援協定にともな
う連携強化　など

2.保健・福祉 ファミリー・サポート・センターの相互援助活動の継続実施、病児・病後児保育実施
施設の相互利用の継続、地域生活支援事業の利用促進　など

3.経済
本場結城紬の振興や情報発信・販売網の拡大、イベントブース出展の相互参加、手塚
治虫アニメの田んぼアート実施、雇用促進対策事業の連携、「本場結城紬」を核とした
日本遺産申請に向けた連携　など

4.建設・水道
道路整備促進協議会での道路情報共有化、西仁連川の治水機能の強化要望、新4号国
道五霞ICまでの早期6車線化および平面交差の立体化要望、市道改良促進事業の連携、
水道災害時相互応援活動の推進　など

5.教育
大学などと連携した小学生学習体験の実施、中学生の文化・運動部活動の交流、広島
平和記念式典への中学生合同派遣、両市長杯友好親善中学生野球大会の開催、運動施設・
文化センターの市民料金での相互利用、公民館講座連携　など

おやま田んぼアート2017見学会&フォトコンテスト
問農村整備課☎22‒9262

小山市・結城市友好都市情報交換会 広島平和記念式典への中学生合同派遣 手塚治虫アニメの田んぼアート

●見学会
日　時　7月2日㈰ 9:30 ～ 15:30
会　場　①乙女会場（栃木ゴールデンブレーブス）
　　　　②渡良瀬遊水地会場（サッカーの本田圭佑選手）
　　　　③美田会場（弱虫ペダル×宇都宮ブリッツェン）
　　　　④絹会場（鉄腕アトム・ユニコ）
交　通　駐車場・駐輪場有り
　　　　小山駅から4会場を巡る循環バス（事前予約・有料）有り
販　売　各会場で軽食や旬の野菜、キャラクターグッズを販売
スタンプラリー　「スタンプラリー応募用紙」に４会場のスタンプを集め、
会場スタッフに提出。先着1,000人におやま田んぼアートオリジナルグッ　
ズをプレゼント
●フォトコンテスト
受　付　9月1日㈮～ 29日㈮
募　集　4会場で撮影した写真（1人1会場につき、1作品まで）
表　彰　最優秀賞1人、優秀賞3人、入選6人（小山市農業祭で表彰）

　5月28日㈰と6月4日㈰に総勢1,000人で田植えを行ったおやま田んぼアートが見
頃を迎えます。見学会（スタンプラリー）、フォトコンテストにぜひご参加ください。

絹会場

小山駅
小山市役所

美田会場

乙女会場

渡良瀬遊水地会場
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問危機管理課☎39‒6661

栃木県立博物館地域移動博物館「キノコの世界」
問市立博物館☎45‒5331

　雨が降った後、庭や公園、雑木林の地面や枯木をよく観察すると、いろいろなキノ
コが生えていることに気付きます。キノコは食品や薬などとしても利用されています
が、他の生きものを分解したり、共生を通じて植物の生長を助けたり、自然界では欠
かすことのできない重要な働きをしています。
　今回の展示では、栃木県内で見つかり名前が付けられた「アカヒトデタケ」や一つ
の株が100kgにもなることがある「ニオウシメジ」、栃木県民にとても人気のある食
用キノコ「チチタケ」、地味な色をしていますが猛毒の「ニガクリタケ」、クモを殺し、
その体を養分にして生える「クモタケ」なども展示します。
　普段の生活の中で少しだけ視点を変え周囲をよく見ると、野外で、商店で、家庭で
さまざまなキノコに出会えます。今回の展示が、実は身近なキノコの世界に目を向け
るきっかけになればと考えています。
会　場　市立博物館　　入館料　無料
期　間　7月22日㈯～ 8月27日㈰
休館日　7月24日㈪・28日㈮・31日㈪、8月7日㈪・14日㈪・21日㈪・25日㈮

アカヒトデタケ《栃木県立博物館》

チチタケ《栃木県立博物館》

チュウヒ《小山市立博物館》

●渡良瀬遊水地ラムサール条約登録5周年記念「渡良瀬遊水地の生き物」
　平成29年は、小山市が世界に誇る自然の宝庫「渡良瀬遊水地」が、ラムサール条約湿
地に登録されて5周年という記念すべき年です。渡良瀬遊水地は、栃木、埼玉、群馬、茨
城の4県にまたがり、東京ドーム約700個分という広さを持つ日本一大きな遊水地です。
その大部分は、ヨシ原を中心とした湿地で、自然が豊かであり、多くの絶滅危惧種を含
む動植物の生息地となっています。
　上記、地域移動博物館開催期間中、エントランスホールに「渡良瀬遊水地の生き物」コー
ナーを設置します。野鳥、昆虫、魚類、植物を剥製や写真パネルにより展示し、さらに
渡良瀬遊水地についてクイズ形式で紹介します。今回の企画によりあらためて渡良瀬遊
水地とその豊かな自然に目を向けていただきたいと考えています。
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勤労青少年ホーム2017年後期講座募集
教養講座

登録クラブ紹介

クラブ 種　目 場　所 日　程 時　間
パイナポー ウクレレ

勤労
青少年
ホーム

毎週月曜 19:00 ～ 21:00美文字 ペン字
レアレア フラダンス

毎週火曜
19:00 ～ 21:00

モンステラ フラダンス 19:30 ～ 21:00
六弦 ギター 19:00 ～ 21:00
マウナケア フラダンス 第1･2･3水曜 19:30 ～ 21:00
なでしこ 着付け 第 2･4 水曜 19:15 ～ 21:00
ミライノミ 音楽バンド 毎週木曜 19:00 ～ 21:00
ムアオ ポリネシアンダンス 第 4 木曜 19:30 ～ 21:00
桂花 書道 第 1･3 木曜 19:00 ～ 21:00
そばに居よう会 そば打ち 第 2 金曜 19:00 ～ 21:00
Fiesta ZUMBA 第 1･3 金曜 19:45 ～ 21:00
ポップス・ポロッポー♪ ポップス（歌） 第 2･4 金曜 19:30 ～ 21:00
Master Minds 英会話 第 2･4 金曜 19:30 ～ 21:00
HIP HOP ダンス 毎週火曜 19:15 ～ 20:45
シャークス バドミントン

体育
センター

毎週月曜 19:00 ～ 21:00
ブルース ソフトバレー 毎週火曜 19:00 ～ 21:00
バスケの神様 バスケット 毎週水曜 19:00 ～ 21:00
VIVIANA 卓球 毎週木曜 19:00 ～ 21:00
ホワイトウィングス バドミントン 毎週金曜 19:00 ～ 21:00
ダボペース ゴルフ 小山東ゴルフ練習場 毎週月曜 19:00 ～ 21:00
インサイト テニス あけぼの公園 毎週金曜 20:00 ～ 22:00
もけもけ団 バドミントン 体育センター 毎週土曜 10:00 ～ 13:00
Monte Vista 登山 県内各地 年 6 回程度

講座名 回数と受講料 定員 曜日 時　間
7月26日㈬　19:00より受付

コツをつかんで今日から美
文字 5 1,000 20 月 19:15 ～ 21:00

茶道宗門（立礼・座礼） 10 3,000 12

火

19:00 ～ 21:00
満足（秋味ごはん） 9 6,000 25 19:00 ～ 21:00
フラワーアレンジメント

《花と花のあるくらし》 4 6,000 10 19:00 ～ 21:00

いろいろ丼（料理講座） 5 4,000 25
水

19:00 ～ 21:00
ギター教室（初心者大歓迎）10 1,000 12 19:30 ～ 21:00
書道 10 3,000 20

木 19:00 ～ 21:00
絵画教室 10 1,000 5
おしゃれなフラダンス 6 1,000 15 金 19:30 ～ 21:00
ボウリング教室 10 3,000 16 水 19:30 ～ 21:00
初級ゴルフ　月曜コース 9 5,000 15 月 19:00 ～ 20:30
初級ゴルフ　木曜コース 9 5,000 15 木 19:00 ～ 20:30
初・中級テニス 9 3,000 15 金 18:30 ～ 20:00
Master Minds（英会話） 10 1,000 20 金 19:30 ～ 21:00

講座名 回数と受講料 定員 曜日 時　間
7月27日㈭　10:00より受付

ボールエクササイズ＆エア
ロビクス 10 1,000 30 月 10:00 ～ 11:00

ママとベビーのヨガ☆もも 10 1,000 20

火

10:30 ～ 11:20
ママとベビーのヨガ☆なし 10 1,000 20 11:30 ～ 12:20
親と子のリトミック　りす 10 1,000 30 10:30 ～ 11:20
親と子のリトミック　くま 10 1,000 30 11:30 ～ 12:20
ママのエアロビクス 10 1,000 30 水 12:30 ～ 14:00
ママとベビーのヨガ 10 1,000 15

木
10:00 ～ 10:50

親と子のリトミック　りす 10 1,000 25 10:00 ～ 10:50
親と子のリトミック　くま 10 1,000 25 11:00 ～ 11:50

講座名 回数と受講料 定員 曜日 時　間
7月27日㈭　19:00より受付

エアロビクス＆骨盤エクサ
サイズ 10 1,000 30

月
19:15 ～ 20:30

ナチュラルヨーガ 10 1,000 20 19:30 ～ 20:40
ピークピラティス 10 1,000 30 水 19:15 ～ 20:30
リラックスヨガ 10 1,000 20

木
19:45 ～ 21:00

ZUMBA 10 1,000 35 19:45 ～ 21:00
ソフトエアロ＋ボディメイ
ク 10 1,000 30

金
19:15 ～ 20:30

リフレッシュヨガ 10 1,000 20 19:30 ～ 20:45
アクアビクス 8 1,000 15 土 18:45 ～ 19:30

問勤労青少年ホーム（犬塚 3–1–2）☎23–3402
　http://www.eagle-sports.net/oyamashi/
　（工業振興課☎22–9399）受講期間　9月上旬～ 11月中旬・平日夜間中心（右表参照）

受講資格　16歳～ 39歳の市内在住･在勤または勤労青少
　　　　　年ホーム利用可能な地域の方　
　　　　　※個人で使用する道具は各自用意
申込み（先着順）
　日時　右表参照
　会場　勤労青少年ホーム
　※受付時間の1時間前から整理券配布（有効時間有り）
　※代理人可
　※定員に満たない講座は8月25日㈮まで受付
　　（平日9:00 ～ 20:30、土日16:30まで）
受講料　右表参照（税込）　※ 別途、利用者会費（1,000円）
リングジョイ会員　40歳以上であっても申込ができます
が、各講座定員の最大2割まで、先着順となります。

※ やむをえない事情でのキャンセルは、8月25日㈮まで受
　付します。25日㈮以降の払い戻しはできません
※ 講師の都合および悪天候等により、講座が中止となる場
　合、原則、日程の延長と返金はありません
※講座開催中に、講師が交代することがあります
※申込者が定員の半数に満たない講座は、中止となります。
　その場合は受講料を返金します（利用者会費は各種行　
事への参加希望者には返金しません）
※「傷害保険」は、受講時は受講生全員が加入対象

　クラブ加入希望者は、勤労青少年ホームに問合せ後、
下記の活動日に直接活動を見学した上で申込んでくだ
さい。クラブの詳細（活動場所、会費等）は見学時に各
クラブの担当者が説明します。

※全て金額は税込み
※各講座の定員は、優先受付分も含みます
※ボールエクササイズ＆エアロビクス講座とママのエアロビ
　クス講座以外の講座は、お子さま連れはご遠慮ください

※ママとベビーのヨガ講座（1 ～ 2歳）、親と子のリトミック
　講座（1 ～ 3歳）は親子ペアでの参加。各講座内コース重
　複不可。火曜：ロブレ5階、木曜：勤労青少年ホーム開催
※アクアビクス会場　　イーグルスポールプラザ小山
※ボウリング教室会場　小山ゴールドレーン
※ゴルフ講座でのボール代（1コイン350円）は自己負担
　会場　小山東ゴルフ練習場
※テニス講座会場　あけぼの公園
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問職員活性課☎22–9362

職　種 受　験　資　格 採用人数
一般事務 昭和 63 年 4 月2日～平成12 年 4 月1日に生まれた方 18 人程度
土木技師

昭和 63 年 4月2日～平成12 年 4月1日に生まれた方で、学校教育法に基づく大学、
短期大学、高等学校等において、それぞれの業務【土木、建築、機械、電気】に関
する課程を修めた方

若干名
建築技師 若干名
機械技師 若干名
電気技師 若干名

保健師 昭和 52 年 4 月2日～平成 8 年 4 月1日に生まれた方で、保健師の資格を有する方
または平成 30 年 3月末までに保健師資格取得見込の方 2 人

保育士 昭和 52 年 4 月2日～平成10 年 4 月1日に生まれた方で、保育士登録を有する方
または平成 30 年 3月末までに保育士登録見込の方 5 人

紬織士

昭和 63 年 4 月2日～平成 8 年 4 月1日に生まれた方で、次の要件いずれにも該当す
る方
①学校教育法に基づく大学において繊維や染色、服飾に関する過程を修めた方、また
　は伝統工芸に関する過程を修めた方
②紬に関し技術的経験のある方、または紬に対し深い興味関心をお持ちの方
③「本場結城紬」の普及宣伝活動や伝統の技を未来につなげることに生涯にわたり
　情熱を捧げることができる方

1人

消　防

救急救命士の資格を有
する方 平成元年 4 月2日～平成10 年 4 月１日に生まれた方

7 人
上記以外の方 平成 5 年 4 月2日～平成12 年 4 月１日に生まれた方

自己アピール
（一般事務）

昭和 57 年 4 月2日～平成 8 年 4 月1日に生まれた方で、試験案内に記載の要件に
該当する方　※試験内容が異なります。詳しくは受験資格要件と併せて市 HPまた
は試験案内でご確認ください

若干名

障がい者
（一般事務）

昭和 57 年 4 月2日～平成12 年 4 月１日に生まれた方で、視覚、聴覚、音声・言語
機能、内部障がい、肢体不自由な方で、身体障害者手帳の交付を受けているか、平
成 30 年 3月末日までに交付を受けることが確実な方

若干名

受験申込み方法
　7月11日㈫～ 8月4日㈮必着（土日◦祝日除く）
　申込書を職員活性課へ直接提出または郵送
　※試験案内および申込書は市HPからダウンロードしてください
　　また、市役所１階受付･各出張所･中央図書館等に設置予定です

市職員 平成30年4月 採用募集

試験の日時・場所・合格発表
第1次試験
　試験　択一式筆記試験（一般教養：高等学校卒業程度）
　日時　9月17日㈰　受付8:30～9:00　試験9:30～11:30
　会場　白鷗大学本キャンパス（大行寺1117番地）
1次合格者発表（10月4日㈬10時頃）
　※市役所正面玄関脇に掲示および
　　市HPで発表するほか、合格者に通知
第2次試験
　試験　作文、適性検査、個別面接、
　　　　集団討論(消防は体力測定) 等
　日程　10月中旬～ 11月中旬　
　　　　※詳細は市HPまたは1次試験
　　　　　合格者宛て通知で確認
最終合格者発表
　日程　11月下旬～ 12月上旬
　※受験者全員に合格・不合格を通知

説明会
市職員採用説明会　
日時　7月9日㈰　
　　　　受付　　13:00～
　　　　説明会　13:30～16:00
会場　小山市文化センター小ホール
内容　市の概要説明
　　　先輩職員による仕事紹介等

消防職員採用説明会　

　　　　　

日時　7月15日㈯・16日㈰
　　　　両日受付　8:00～
　　　　　説明会　9:00 ～ 12:00
会場　小山市消防本部庁舎
内容　施設の紹介、業務内容の紹介等

問消防本部総務課☎39–6653
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　児童扶養手当を継続して受給するためには、8月中の現況届提出が必要となります（下記期間は特設会場を設
けます）。所得が限度額を超え、手当が全部停止されている方についても現況届の提出は必要です。なお、2年間
現況届の提出がない場合は時効により資格喪失になりますのでご注意ください。
　該当となる世帯には、7月下旬に手続きの際に必要な書類等を記載した通知をお届けします。
また、下記期間以外は保健福祉センター 2階子育て包括支援課窓口での受付になります。

受付日時　8月1日㈫～ 8日㈫　9:00 ～ 16:00
　　　　　  ※8月5日㈯・6日㈰は9:00 ～ 15:00となります 

受付場所  市役所別館1階第1会議室

児童扶養手当現況届 問子育て包括支援課☎22‒9634･9635

1．募集内容
⑴食品・菓子類・地酒等
　小山市の産物が主たる原材料であることを原則と
し、安全で安心な産品のもので、継続して市場に供給
され、売り上げ実績があるもの。なお、新商品につい
ては、継続的に市場へ供給されることを確認するため、
1 年間の申請期間を設けます。
⑵工芸・芸能
①国や県・市の伝統工芸（有形・無形文化財）になっ
ているもの。
②郷土に根ざしたもの、または小山市にしかないもの。
③全国的な知名度を誇る等、小山市のイメージアップ
に寄与するもの。
以上、①～③のいずれかに該当するもの。

　市では、豊かな自然と人々の高い技術によって生み出される産品を
ブランド化し、全国に発信していこうと「おやまブランド」の創生運
動を行っています。このたび、「おやまブランド」が市民の皆さまの
より身近なものになるよう、新たな「おやまブランド」を公募します。
さらなる隠れた逸品を、ぜひ、ご応募ください。

新たな「おやまブランド」を公募します！

2．募集期間　7 月 3 日㈪～ 8 月 31 日㈭
※ 次回は、12 月から平成 30 年 1 月に行う予定です
3．応募方法　該当品がある場合は、事前に小山ブ
ランド創生協議会事務局へご相談ください。おやまブ
ランド選定基準に該当するときには「おやまブランド
選定申請書」を送付しますので、申請書に記入のうえ、
郵送・FAX・メール・直接持参のいずれかで、事務局
まで。
4．選定　小山ブランド創生協議会において決定
第 1 回目 11 月　
第 2 回目 平成 30 年 4 月予定

▲まち歩きの様子 ▲ワークショップ

日　時   8 月 7 日㈪・8 日㈫　9:00 ～ 16:00
　　　     ※ 集合・解散　小山市役所
対　象   市内の小学校・義務教育学校 4 ～ 6 年生
　　　     先着 20 人
参加料   無料（昼食 ･ 飲物をご持参ください）
内　容   ①絹地区でのまち歩き（予定）
              ②ワークショップ
申込み   下記の①②を電話、FAX またはメールにて
　　　     7 月 28 日㈮までに文化振興課へ
　　　     ①子どもの氏名、性別、学校、学年
　　　     ②保護者の氏名、住所、電話番号（携帯推奨）
              ※日程・場所等の詳細は、後日申込み者に郵送で通知します

夏休み小学生歴史体験事業
「こども小山評定」 参加者募集

　小山には、古い建物や道具がまだまだたくさん残っています。夏休みの 2 日間、まちづくりを学んでいる大学
生の皆さんと地域の歴史を見て、聞いて、触って、未来の小山について一緒に考えてみませんか？

問文化振興課
☎22‒9668・FAX22‒9560

d-bunka@city.oyama.tochigi.jp

問小山ブランド創生協議会事務局
　（商業観光課ブランド創生推進室内）
〒323‒8686　小山市中央町 1‒1‒1
☎22‒9317・FAX22‒9260

d-kankou@city.oyama.tochigi.jp

本誌6月号のP9「児童手当の現況届について」に誤りがありました。
お詫びするとともに訂正いたします。

（誤）問合せ　子育て包括支援課　電話番号22-9364・9365
（正）問合せ　子育て包括支援課　電話番号22-9634・9635
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　10人乗り手こぎボート（Eボート）を利用した、
往復300メートルのタイムレースを行います。
日　時　　　8月19日㈯　8:30 ～ 13:00　※雨天・強風時中止
会　場　　　渡良瀬遊水地内　谷中湖北ブロック
参加費　　　1チーム　2,000円
申込方法　　7月21日㈮までに代表者（中高生の場合は、保護者または学校関係者）および参加者全員の住所、氏名、
　　　　　　生年月日、電話番号、性別をご記入のうえ、郵送またはFAXでお申し込みください。
　　　　　　※1チーム10人編成（性別問わず）

Ｅボートレース2017渡良瀬大会参加チーム募集
問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22–9354
FAX22–8972
〒323-8686 小山市中央町 1-1-1

戦没者等のご遺族の皆さまへ
　戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第 10回特別弔慰金）が支給されます。
支給対象者　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成 27 年 4 月 1 日において、恩給法による公務扶助料や戦傷病
者戦没者遺族等援護法による遺族年金等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番による
先順位のご遺族おひとりに支給されます。
　① 平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　② 戦没者等の子
　③ 戦没者等の (1) 父母 (2) 孫 (3) 祖父母 (4) 兄弟姉妹
       ※ 戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等 の要件を満たしているかどうかにより、順番が入れ替わります
　④ 上記①から③以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　 ※ 戦没者等の死亡時まで引き続き 1 年以上生計関係を有していた方に限ります
支給内容　額面 25 万円、5 年償還の記名国債　　請求期間　平成 30 年 4 月 2 日㈪まで

問福祉課☎22–9612

日　時　　　8月5日㈯　9:00 ～ 11:30　※雨天･河川増水時中止
会　場　　　思川観晃橋上流（城山公園側）河川敷特設会場
参加料　　　一家族1,000円（大人2人子ども4人まで）を当日徴収
　　　　　　（魚のつかみどりのほかにアユ3匹を配布します）
申込方法　　下記①～③を「はがき」に記入し、事務局まで郵送してください
　　　　　　（7月18日㈫必着）
　　　　　　①参加する大人の氏名
　　　　　　②郵便番号・住所・電話番号
　　　　　　③参加する子どもの氏名・学年（未就学児は年齢）
申込先　　　〒323-8686（住所不要）小山市役所都市計画課内　おやま思川アユ祭り実行委員会事務局
申込期間　　7月3日㈪～ 18日㈫　※記載もれがありますと参加できない場合があります
対象・定員　3歳～小学校および義務教育学校の6年生までの親子1,000人
注意事項　　※子どもだけの参加は出来ませんので必ず大人の方もお申込みください
　　　　　　※大人の方はフリータイム時に魚のつかみどりができます
　　　　　　※申込多数の場合抽選になります
　　　　　　※参加者の発表は7月25日㈫頃発送の案内状をもって代えさせていただきます

第 17回おやま思川アユ祭り参加者募集
問都市計画課☎22–9203

特定健診および人間ドック等助成事業受付中！
問国保年金課☎22–9418

　小山市国民健康保険にご加入の方を対象に、特定健診と人間ドック等健診助成事業を行っています。毎年受診
して、健康な生活を送りましょう！

【特定健康診査（特定健診）】
40 ～ 74 歳の方が対象です。メタボリックシンドローム 

（内臓脂肪症候群）に着目し、生活習慣病の予防・改善
を目的として実施する健康診査です。
・集団健診（1,000 円）、個別健診（1,500 円）
・65 歳以上の方は基本健診無料

【人間ドック等健診助成事業】
35 ～ 74 歳の方で、国民健康保険税を完納している世帯
に属している方が対象です。人間ドック等受診にかかる
費用の一部助成を行っています。40 ～ 74 歳の方は、人
間ドック等と特定健診のどちらかを受診できます。
・助成金額　20,000 円
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平成 28 年度 小山市中学生紹興市派遣団報告記

　3 月 27 日、紹興市人民政府表敬訪問・歓迎会が行
われました。紹興市の偉い方々がたくさんいらっしゃ
り、不安と緊張でいっぱいでしたが、笑顔で温かく熱
烈に歓迎してくださったおかげで、自己紹介や歌を
しっかりと発表することができました。

　市では、様々な分野において、国際交流を活発に推進しています。現在、市内在住外国人は、67 国籍で約 6,000
人になっています。外国人にも暮らしやすいまちであるように、市は次のような取組みをしています。

小山市の国際交流

　 ク イ ー ン ズ ラ ン ド 州 ケ
ア ン ズ 市 と 姉 妹 都 市 交 流

（H18.5.15 姉 妹 都 市 締 結 ）
をしています。

　市が実施する海外派遣に参加した方の中から、
「青年国際交流大使」を任命、青年だからこそでき
るサポートによって貢献しています。

　子育て・暮らし等への不安を抱えている外国人
を支援するため、ポルトガル語、スペイン語によ
る無料相談と子育てに関する情報誌の発行、親子
日本語教室の開催などを行っています。

　中国の遼
りょうねい

寧省本
ほ ん け い

渓市（H6.10.28 友好交流都市締結）、
浙
せ っ こ う

江省紹
しょうこう

興市（H21.10.22 友好交流関係都市締結）の
2 つの都市と交流をしています。

問 市民生活課☎ 22–9278

問市民生活課☎ 22–9278

　今回の派遣で、紹興市は世界遺産中国大運河に沿っ
て続く歴史ある街並みと、高層ビルが建ち並ぶ近代的
な街並みとが融合する町で、魯迅故里や蘭亭、東湖な
どの観光地もあり、素晴らしい町だと思いました。

＜派遣生徒＞
小山中　　　山

や ま さ き

崎　陽
ひ な

菜
小山第三中　石

い し い

井　千
ち は る

晴
小山城南中　木

き む ら

村　朱
あ や か

伽
大谷中　　　若

わ か ま つ

松　詩
う た

間々田中　　小
こ ば や か わ

早川　凜
り ん な

奈
乙女中　　　佐

さ さ き

々木　輝
あきら

美田中　　　青
あ お き

木　稜
り ょ う ま

真
桑中　　　　鈴

す ず き

木　雄
ゆ う と

登
絹中　　　　直

な お い

井　遥
は る ね

音

　3 月 28 日・29 日の 2 日間、樹人中学校と元培中
学校を訪問しました。印象に残ったのは、授業態度で
す。一言一句聞き漏らさないような真剣さや、自信を
持って自分の意見を答える姿に、私たちも負けないよ
うに頑張ろうと思うことができました。

　ホームステイで感じたことは、中国語についてです。
私は元から少し中国語会話は得意でしたが、今回中国
の方とかかわっているうちに、もっとたくさんの言葉
を知りたいという新たな目標ができました。

◎中国との交流

　市では、国際化に対応するグローバルな市民育成のため、市内中学生を、友好交流関係都市・中国紹興市
に派遣しています。平成 29 年 3 月 27 日～ 30 日、派遣団員はホームステイや授業に参加し、現地の人々と
交流を深めました。団員による行動の記録を報告します。

▪英訳広報「Oyama Information」　▪国際交流協会による日本語教室・国際交流カフェ等の開催　
▪多言語パンフレットの配付　▪多言語防災ガイドブックの作成　▪外国人相談室の設置　
▪外国人児童生徒支援事業の実施　▪外国人のための就学説明会の開催・就学ガイドの配付　
▪国際交流員・青年国際交流大使による英会話番組「G'day Oyama」の放映　▪外国人との懇談会

☎・FAX：23-1042　 ：oyama6iea@tvoyama.ne.jp　
ホームページ：http://www.tvoyama.ne.jp/oyama6iea/

◆表敬訪問・歓迎会 ◆紹興市の様子

◆平成 28 年度小山市中学生紹興市派遣団名簿
◆学校の様子

◆ホームステイ体験

●小山市国際交流協会
　国際交流協会は、諸外国の人々との交流を通し、相互理解と友好親善を深める目的
で活動しています。随時入会可能ですので、ぜひお気軽に事務局までご連絡ください

●海外との交流
◎オーストラリアとの交流

●青年国際交流大使

●外国人ふれあい子育てサロン



学校生活のこと
●登園・登校渋りがある
●友達ができない　
●いじめられている
●勉強や進路について不安がある

その他
●子どもの状態に合った相談機関や
　医療機関を知りたい

子育てのこと
●育児・子育てに自信がない
●ことば遣いが乱暴になり、反抗が
　激しくなった

▪面接相談（八幡町 1-8-49）
開　　室 月曜日～金曜日（土・日曜日、祝日、お盆、年末年始を除く）

時　　間 9:00 ～ 17:00（要予約）

相談対象 市内在住・在勤の 20歳未満の青少年（相談者は本人・家族・先生等）

方　　法 カウンセリングや遊戯療法を中心とした親子並行面接

電話番号 25-4002・4031
※必要に応じ、心理検査・知能検査や家庭・学校訪問を実施します

▪電話相談
開　　室 月曜日～日曜日の毎日（祝日、お盆、年末年始を除く）

時　　間 10:00 ～ 17:00

相談対象 20 歳未満の青少年（相談者は本人・家族等）

方　　法 電話による匿名での相談

電話番号 25-4006

～数多くの団体の支援に支えられて～	 	 	 	 	 　			
　心豊かでたくましい青少年の成長を願って、さまざまな団体活動が各地で繰り広げられています。
　　①小山市青少年健全育成連絡協議会：市民の総意を結集した健全育成
　　②小山市青少年育成指導員協議会：ぐ犯・不良行為の早期発見による非行化防止
　　③小山市子ども会育成会連合会：社会の一員として心身共に成長
　これらの団体の活動内容はそれぞれ異なりますが、青少年の健全育成という大きな目標は同じです。

　青少年相談室では教育や子育てについて、専門の相談員が無料で相談に応じています。次のようなご心配につ
いて保護者や先生、ご本人からの相談をお受けします。秘密は守ります。気軽にお電話ください。

発育のこと
●ことばが遅い　●落ち着きがない
●気になるくせがある　
●みんなと同じことができない

問生涯学習課☎ 22–9667
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　おやまの情報を発信するコミュニティ FMに
ついて、市民向け説明会を開催します！なぜ、小
山に FM放送？コミュニティ FMって何？どん
な番組が放送されるの？パーソナリティの仕事
は？コミュニティ放送がよくわかる説明会を開
催します。お気軽にご参加ください。
【日　時】　7 月 15日㈯ 18:00
【場　所】　ロブレ 6階
　　　　　生涯学習センターホール
【講　演】

◆市民向け FM開局説明会の開催◆ ◆市民パーソナリティの募集◆
　小山を愛し、小山のことを伝え、元気なまちにしてくれる方
を 20人程度募集します。ご応募をお待ちしています！

※応募をお考えの方は、市民向け説明会にご参加ください

問テレビ小山放送株式会社　FM準備係　☎ 23–2220
◆問合せ・送付先◆

もっと好きになる
！

◎ FMきらら　井上悟代表
　（TBS放送がっちりマンデーに出演歴あり）
　「コミュニティ FMは、まちを元気にする」
◎コミュニティメディア開発推進機構
　鳴沢理恵子氏
　（パーソナリティの育成実績多数あり）
　「パーソナリティの仕事とは？」

職　　種 パーソナリティ
（番組制作、機器操作、営業等、他兼務）

勤務時間 6:30 ～ 21:30 の間
雇用形態 業務委託契約
勤 務 地 中央町 3-7-1 ロブレ４階
応募締切 7 月 31日㈪
選考方法 筆記試験、面接、音声オーディション

資　　格 年齢学歴不問、普通自動車運転免許、
小山市在住（在住歴有含む）・在勤の方

応募方法 履歴書と職務経歴書（職歴がある場合）を送付

2017 年秋おやまコミュニティ FM放送開局（予定）

小山市青少年相談室

小山の子どもをみんなで育てよう 問生涯学習課☎ 22–9667

◆ 7月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」です◆
「小山の子どもをみんなで育てよう！」のスローガンのもと、変わらぬご支援をよろしくお願いします。
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る
い
は
雇
用
保
険
の
給
付
金
な
ど
の

非
課
税
所
得
だ
け
の
場
合
、
無
収
入
の
場
合

で
も
、
申
告
が
必
要
で
す

◆
平
成
29
年
度
中
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯

主
の
方
で
、
平
成
29
年
度
中
に
75
歳
に
な
ら

れ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
年
金
か
ら
の
差
引
き

で
納
付
し
て
い
た
場
合
で
も
、普
通
徴
収（
現

金
で
の
納
付
あ
る
い
は
口
座
振
替
）
に
な
り

ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
か
ら
の
差
引
き

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯

主
の
方
で
、
世
帯
の
加
入
者
が
全
員
65
歳
か

ら
74
歳
の
場
合
、
次
の
①
②
両
方
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
方
は
、
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
が
差
引
き
さ
れ
ま
す
。

①
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方

②
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
と
の
合
算

が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
方

※
複
数
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
ら
れ
た
１
つ
の
年
金
か
ら
差
引

き
さ
れ
ま
す

※
年
金
か
ら
の
差
引
き
を
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
災
害
・
失
業
・
病
気
・
事
業
不
振
な
ど
で
、

今
年
の
所
得
が
昨
年
よ
り
著
し
く
減
少
し
、

納
税
相
談
し
て
も
な
お
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
各
納
期
限
前
７
日
ま
で
に
減
免
申
請
を

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

◆
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
納
税
通
知
書
を
７
月
中
旬

に
発
送
し
ま
す
。
税
額
、
納
付
方
法
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
は
、
前
年

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
等
の

更
新
の
お
知
ら
せ

◆
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
発
行
さ
れ
る
医
療
証
で
、
自
己
負
担
割
合

を
示
す
も
の
で
す
。
７
月
下
旬
に
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

◆
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま

で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
（
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
、
限

度
額
適
用
認
定
証
）

　
市
で
は
、
医
療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
が

自
己
負
担
額
ま
で
と
な
る
認
定
証
や
、
食
事

代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
申
請
に
よ
り
発

行
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認

定
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限
切
れ
に
な
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
対
象
と
な
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
１
日
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

対
象
（
次
の
条
件
を
満
た
す
方
）

①
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な
い
世
帯
の
方

②
所
得
の
申
告
を
し
て
い
る
世
帯
の
方

申
請
　
国
民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
、
個
人

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
分
か
る
も
の
を

持
参
し
、
国
保
年
金
課
窓
口
へ

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
４
・
９
４
１
５

国
民
健
康
保
険
に

加
入
中
の
皆
さ
ま
へ

《70歳以上の皆さまへ》  問国保年金課（70～74歳の方）☎22–9415／（75歳以上の方）☎22–9413
平成 29 年 8月から高額療養費の上限額が変わります。

平成 29年 7月まで 平成 29 年 8月から

適用区分 外来＋入院
（世帯ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）外来

（個人ごと）
外来

（個人ごと）

現役並み 44,400 円
80,100 円＋（医療費
－ 267,000 円）×1％
（多数回44,400円※）

➡ 57,600 円
80,100 円＋（医療費
－267,000円）×１％
（多数回44,400円※）

一　般 12,000 円 44,400 円
14,000 円
（年間上限
144,000 円）

57,600 円
（多数回 44,400※）

低所得者Ⅱ
8,000 円

24,600 円
8,000 円

24,600 円
低所得者Ⅰ 15,000 円 15,000 円

●高額療養費とは、ひと月
に支払った医療費が決めら
れた上限額を超えた場合に、
上限額を超えてお支払いい
ただいた分を払い戻す制度
です。小山市では該当する
方にお知らせしています。

※過去12カ月以内に3回以
上、上限額に達した場合は 4
回目から「多数回」該当と
なり、上限額が下がります

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

　
納
付
書
を
7
月
中
旬
に
納
税
義
務
者
で
あ

る
世
帯
主
へ
送
付
し
ま
す
。
１
年
分
の
保
険

税
を
８
回
に
分
け
て
い
ま
す
の
で
、
各
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
日
納
付
が
困
難
な
場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
付
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
等
で
の
ペ
イ

ジ
ー
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
は
便
利
で
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
本
・
支
店

の
あ
る
金
融
機
関
、
ま
た
は
納
税
課
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
納
税
課 

（
納
税
相
談
）
☎
�
９
４
４
４

（
口
座
振
替
）
☎
�
９
４
４
２

平成29年度納期限
1期 7 月 31日㈪

2 期 8 月 31日㈭

3 期 10 月 2日㈪

4 期 10 月 31日㈫

5 期 11 月 30日㈭

6 期 12 月 25日㈪

7 期 H30.1 月 31 日㈬

8 期 H30.2 月 28 日㈬

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
に
訪
問
調
査
を
行

い
、
減
免
の
要
否
を
決
定
し
ま
す
。

◆
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離

職
さ
れ
た
方
の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の

方
で
、
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方
は
、

申
告
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

申
告
　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
と
印
か
ん

を
持
参
し
、
市
民
税
課
窓
口
へ

問
市
民
税
課
☎
�
９
４
２
６
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保険料を納めるのが困難なときは
　経済的な理由などで、国民年金保険料を納めることが困難な方のために、申請して承認されると、保険料の納
付が「免除」または「猶予」される制度があります。
　保険料を未納のままにしておくと老後の年金に影響がでるだけでなく、障害年金や遺族年金が受けられなくな
る場合がありますので、申請を希望する方はお早めに手続きをお願いします。

保険料免除制度
　・全額免除
　・3/4 免除
　・半額免除
　・1/4 免除

申請して承認されると、保険料の納付が全額または一部免除となります。
対象となる方
　・本人、配偶者、世帯主の前年の所得が一定額以下の方
　・失業や倒産、天災等によって、保険料の納付が困難な方
　・生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている方
　・地方税法上の障がい者または寡婦であり、前年の所得が 125 万円以下の方

承認期間
7 月～翌年
6 月

（年度毎の
申 請 が 必
要です）50 歳未満の方は…

納付猶予制度

申請して承認されると、保険料の納付が猶予されます。
対象となる方
　・50 歳未満の方で、本人と配偶者の前年の所得が一定額以下の方
　　※ 平成 28 年 6 月以前の期間の申請は 30 歳未満の方が対象になります

学生の方は…
学生納付特例制度

申請して承認されると、保険料の納付が猶予されます。
対象となる方
　・大学、大学院、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各種学校など
　　に在学し、本人の前年の所得が一定額以下の方

承認期間
4 月～翌年
3 月

（年度毎の
申 請 が 必
要です）

※平成 26 年 4 月の法律改正により、申請時点から 2 年 1 カ月前までさかのぼって申請ができます

国民年金保険料の免除制度 問国保年金課☎22–9416

後期高齢者医療保険料通知を発送します（7月中旬）
問市民税課☎22–9426・9427

後期高齢者医療被保険者証等について
問国保年金課☎22–9413

　現在お持ちの被保険者証は、7 月 31 日㈪で有効期限を迎えるため、7 月下旬に新しい被保険者証を送付します。
8 月 1 日㈫からは、新しい被保険者証をご使用ください。

　世帯員全員が住民税非課税世帯の方は、申請することで医療費の支払いや入院時の食事代が下がる「限度額適用・
標準負担額減額認定証」を発行することができます。新規に発行を希望される方は、国保年金課窓口にて申請を
お願いします。

　※ 既に申請がお済みで引き続き非課税世帯の方については、被保険者証と一緒に８月１日以降お使いいただく
　　限度額適用・標準負担額減額認定証を送付しますので、再度の申請は不要です

平成 29年度の保険料の計算方法
　所得割額｛（平成 28 年中の所得－ 33 万円）×8.54％｝＋均等割額（43,200 円）　※ 最高額は 57 万円です
　なお、世帯主と被保険者の所得が少ない場合は、均等割額・所得割額が軽減される場合があります。後期高齢
者医療保険加入直前まで健保組合・共済組合等の被扶養者であった方は、所得割がかからず、均等割額の７割が
軽減されるほか、均等割額軽減に該当する世帯の場合は、より軽減割合の大きい判定が適用されます。
保険料の納め方
　年金からの差し引き【特別徴収】年 6 回・偶数月に保険料を予め差し引きます。
　納付書または口座振替【普通徴収】7 月から 2 月にかけて年 8 回で納めてください。
　※ 特別徴収への切り替えの機会は 4・6・8・10 月の年 4 回あります。納め方が変わる場合は、随時お知らせ
　　します
保険料の減免
　災害や生活困窮により、保険料の納付が困難なときは、申請により保険料が減免される場合があります。納期
限日までに市民税課にて申請をしてください。



●高額介護サービス費とは？
介護サービスを利用する場合にお支払いいただく利用者負担（1 割または 2 割）には、月々の負担の上限が設定
されており、1 ヵ月に支払った利用者負担の合計が上限を超えたときは、小山市に申請することで超えた分が払
い戻される制度です。

生活支援サービス
対象者：65 歳以上の高齢者のみの世帯の方

サービスの内容 利用限度 利用料
◆配食（安否確認込） 週 5 食 1 食 200 円の助成
◆軽度生活援助
　（掃除・除草など） 月 4 時間 30 分 200 円または 300 円

◆移送サービス
　（通院用タクシー券） 月 2 枚 距離により 300 ～ 3,500 円

※ 要介護認定者は対象外
◆寝具の洗濯乾燥消毒 年 2 回 １回 800 円

高齢者一般福祉サービス
◆緊急通報装置の無料貸与（通話料は自己負担）
　高齢者のみの世帯が対象 ※ 利用希望の方は地域の民生委員にご相談ください。
◆はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施術費助成（施術費助成券の交付）
　今年度 4 月 1 日において、70 歳以上または 65 歳以上で身障手帳 1・2 級の方に
　助成券を年間 6 枚交付（1 枚 1,000 円分）。※ 市税に未納の無い方
◆老人性白内障特殊眼鏡等購入費助成
　老人性白内障手術を受けた日において 65 歳以上の方で、医師の指示で作成した特殊
　眼鏡等のレンズの購入費を一部助成。手術後１年以内に申請。※ 市税に未納の無い方
◆在宅ねたきり老人等介護手当の支給
　要介護 4 または 5 の高齢者を在宅で介護している方（小山市在住）に、所得に応じて介護手当を支給。
　※ 本人の介護保険料所得段階が 8 ～ 11 の方は非該当

介護保険法定給付対象外サービス
対象者：介護保険の認定を受けていない、65 歳
以上の高齢者のみの世帯の方
※ 日常生活用具給付は 65 歳以上の独居の方

（介護保険の認定を受けている方も可）
◆訪問介護 （ホームヘルプ） 
◆短期入所（災害・虐待時）
◆日常生活用具給付・貸与（給付：電磁調理器、
　火災警報器、自動消火器 ／ 貸与：寝台）
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～介護サービスを利用している皆さまへ～
8 月から高額介護サービス費の利用者負担段階区分の基準が変わります！

問地域包括ケア推進課
☎22‒9549

問地域包括ケア推進課
☎22‒9616・9625高齢者在宅福祉サービス

◎ 変更点【平成 29 年 8 月 1 日㈫より施行】
　 1. 一般世帯区分の月額上限が 37,200 円から 44,400 円に引き上げられます。
　 2. 一般世帯区分で１割負担の被保険者のみの世帯については、平成 32 年７月末までの緩和措置として、　
　    446,400 円（37,200 円 ×12 か月）の年間上限が設定されます。

（平成 29 年 7 月 31 日㈪までの
各利用者負担段階における上限額）

利用者負担段階区分 上限額（月額）
現役並み所得者（※1) 44,400 円（世帯）

一般世帯の方
（他の区分に該当しない世帯）37,200 円（世帯）

住民税非課税世帯の方 24,600 円（世帯）
合計所得金額および課税
年金収入額の合計が 80

万円以下の方
15,000 円（個人）

生活保護を受給している方等 15,000 円（個人）

（平成 29 年 8 月 1 日㈫からの
各利用者負担段階における上限額）

利用者負担段階区分 上限額（月額）
現役並み所得者（※1) 44,400 円（世帯）

一般世帯の方
（他の区分に該当しない世帯）

44,400 円（世帯）
または

変更点 2 の上限額
住民税非課税世帯の方 24,600 円（世帯）
合計所得金額および課税
年金収入額の合計が 80

万円以下の方
15,000 円（個人）

生活保護を受給している方等 15,000 円（個人）

⇨

(※1) 同一世帯の第一号被保険者に課税所得 145 万円以上の方がいて、
          単身の場合年収 383 万円、2 人以上の場合年収 520 万円を超える場合です



◆子育て包括支援システムの構築について
問子育て包括支援課☎22‒9627

　小山市では、子育て支援を重点事業と位置づけ、出
会いから結婚・妊娠・出産・子育てに至る切れ目のな
い支援に取組んでおり、平成29年度は、更なる支援
の充実を図るため、新たに（仮）妊産婦支援相談員を
配置し、妊産婦への支援を強化し子育てを包括的に支
援する仕組みを充実していきます。
◆子どもの貧困撲滅対策事業（拡大）

問子育て包括支援課☎22‒9604
　小山市では、平成27年3月に「小山市子どもの貧困
撲滅5か年計画」を県内に先駆けて策定しました。全
庁的に総合的な貧困対策を推進する体制を整え、事業
を進めています。スクールソーシャルワーカーの活動
の充実をはじめとした各事業を拡大し子ども達の健全
な育成環境の整備のため取組みを進めます。
◆学童保育館設備事業（拡大）

問こども課☎22‒9638
　放課後等の時間に保護者が家庭にいない児童の健全
な育成を図るため、適切な遊びおよび生活の場となる
学童保育館の整備を進めています。本年度は、小山市
城南地区新設小学校の開校に伴う学童保育館整備事業
に着手します。
◆小山総合公園水上アスレチック整備

問水と緑の推進課☎49‒3528
　小山総合公園内の東側水路の水辺を活用し、さまざ
まなアスレチック遊具を組み合わせた複合水上アスレ
チックを設置し、西側のわんぱく広場と連携した遊戯

平成29年度　小山市新規施策シリーズ（3）
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問…問合せ先

施設の拡充を図り、子供達に幅広い遊びを体験しても
らうとともに、暑い時期には水辺でのさわやかな涼感
を得られる施設整備を実施していきます。

◆自主防災組織育成（拡大）
問消防本部危機管理課☎39‒6684

　大規模な災害が発生した場合、市や消防などの公的
機関の対応には限りがあります。そのため、お住まい
の地域の防災力を“あらかじめ”強化し、災害への備
えをすることが皆様の“安全・安心”につながるもの
です。市では、「自分たちのまちは、自分たちで守
る！」を合言葉に活動する、地域の“防災の要”であ
る自主防災会の設立を推進し、防災訓練の実施や研修
会の開催など、様々な活動をサポートします。
◆地域防災強化（拡大）

問消防本部危機管理課☎39‒6661
　小山市地域防災計画で想定する小山市直下型地震や
豪雨災害等に備え、市民の安全で安心な生活を確保す
るために、防災備蓄物資の整備や避難所機能の充実等
により、市の防災体制の強化を図ります。
◆各機関等連携協定推進事業

問総合政策課☎22‒9352
　小山市と連携協定を締結した各機関（小山北桜高
校・小山高専・白鷗大学・宇都宮大学・ＪＴＢ・足利
銀行・栃木銀行・郵便局）が、それぞれの得意分野を
生かした事業を市と連携して実施することにより、地
域の活性化や市民サービスの向上を図ります。

結婚・出産・子育ての希望の
実現のために

持続可能な地域づくりのために

　　まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進

　　社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生の推進

◆大谷地区中心施設整備事業（新規）
問市民生活課☎22‒9279

　大谷地区における地域活動などの拠点となる施設を
整備するものです。
　今年度は、施設整備基本計画を基に、建物および土
地利用の基本設計をまとめ、また建設用地の測量を実
施します。
◆新規工業団地開発推進事業（小山東部第二工業団
地・テクノパーク小山南部）

問工業振興課☎22‒9385
　圏央道の開通により新4号国道を通じた東京方面へ
の利便性が高まることから、分譲が完了した小山第四
工業団地に続く新たな企業立地の受け皿として2ヵ所
の新規工業団地の開発を推進しています。
　梁・高椅地内の小山東部第二工業団地は、昨年度発
掘調査が終了したため関連法令の調整を行い、本年度
から造成工事に着手する予定であり、塚崎・東野田・
武井地内のテクノパーク小山南部は、土地改良事業で
創出した非農用地に工業団地を造成すべく、本年度は

関係法令の調整を行った上で、用地買収を行い来年度
から造成工事を進める予定です。
◆小山駅西口周辺地区街なか居住推進事業（拡充)

問新都市整備推進課☎22‒8931
　小山駅西口周辺地区の「街なか居住推進事業」とし
て、土地の合理的な利用の促進と良好な市街地環境の
整備を目的に「城山町二丁目第一地区」および「城山
町三丁目第二地区」において市街地再開発事業の推進
を図ります。
◆城南地区新設小学校建設着工

問教育総務課☎22‒9645
　城南地区に隣接する、旭小学校、大谷東小学校の教
室不足の解消のため本年5月より新設小学校建築に本
格的に着手いたしました。現在、平成31年4月の開校
に向け、校舎・屋内運動場の建設を行っています。
◆豊田地区新設小中一貫校整備

問教育総務課☎22‒9658
　豊田南小学校と豊田北小学校を統合し、豊田中学校
の北側に新たに校地を求め、平成33年度の開校を目
指し整備を進めていきます。本年度は、用地取得に向
けた手続きや土地造成設計に取り組んでいきます。

産業・都市・教育基盤整備による「人と
企業を呼び込む施策」推進のために
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おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

　少子高齢化社会の進展に伴い、健康増進・体力向上、
健全な青少年育成などスポーツが果たす役割への期待
は大きく、そのニーズも多様化する中、小山市では、
スポーツを推奨し、「市民ひとり 1 スポーツ」や「スポ
ーツのまちのブランド化」を目指し、「スポーツによる
まちづくり」を推進しております。
　この結果、当市では、子どもから高齢者までスポー
ツが盛んで、全国・世界において、小山市出身の選手
が大活躍をしています。特に、リオデジャネイロ五輪
で金・銀・銅の 3 つのメダルを獲得した競泳の萩野公
介選手や、2 大会連続で銅メダルを獲得した柔道の海
老沼匡選手は、当市出身のアスリートの代表であり、
この 2 人のリオ五輪での獲得メダル数 4 個は、全国の
市区町村で最多でした。
　一方、市内の白鷗大学はスポーツの強豪校であり、
野球部からはプロ野球ドラフト会議 2016 で指名され
た大山悠輔選手や中塚駿太選手をはじめ、数多くのプ
ロ野球選手を輩出しており、女子バスケットボール部
は昨年の第 68 回全日本大学バスケットボール選手権大
会で優勝、陸上競技部も女子駅伝で上位入賞するなど、
輝かしい成績をあげています。
　今年に入り、栃木県初のプロ野球球団「栃木ゴール
デンブレーブス」が当市を活動拠点として活動し、大
相撲では貴源治が、春場所において十両に昇進、約
250 年ぶりの当市出身関取となりました。
　こうした成果の基に、当市では平成 26 年に県内初の

「スポーツ都市宣言」を行い、平成 32 年の東京オリン
ピックや平成 34 年の第 77 回栃木国体を見据え、平成
30 年 4 ～ 6 月にＪＲグループのデスティネーションキ
ャンペーンが栃木県を対象に実施されることも踏まえ、
スポーツという宝を地域資源として活用し、インバウ
ンド等による観光誘客の推進を図り、スポーツ観戦や
スポーツ合宿など、市外からの来訪・宿泊や消費活動
による地域経済の活性化といった「スポーツツーリズ
ム」によるまちづくり拠点として、約 20ha の敷地内
に野球場 3 面、陸上競技場、サッカー場、テニスコー
ト 8 面などを備えている、向野の小山運動公園内のク
ラブハウスを浴室やトレーニング室、食堂の備わった
約 100 人収容可能な合宿施設に改修することとしました。

　スポーツによる
まちづくりの拠点
として、ラグビー
の合宿地として知
られる長野・菅平
高原のようにスポ
ーツでより多くの
人 々 を 呼 び 込 み
たいと考えていま
す。

 女子バレー田中美咲選手が全日本女子バレーボール
チーム「火の鳥ＮＩＰＰＯＮ」に選出！
　5 月 15 日、豊田中学校出身
の田中美咲選手（ＪＴマーヴェ
ラス所属）が、全日本女子バ
レーボールチーム「火の鳥Ｎ
ＩＰＰＯＮ」に選出され、そ
の報告のため市役所を訪れま
した。「競争は激しいが、みんなの役にたてるように
頑張りたい」と話していました。小山市出身、田中美
咲選手をみんなで応援していきましょう !!
絹義務教育学校で初めての運動会
　5 月 27 日、栃木県内初の小中一貫校として、今年
4 月に開校した「絹義務教育学校」で、初めての運動
会が開催されました。1 ～ 9 年生合同となる小中一貫
校ならではの運動会とあって、前期課程児童と後期課

程生徒が一緒に演技し合う微笑
ましい場面、お互いの競技を応
援し合う温かな場面などが見ら
れ、大変魅力のある運動会とな
りました。

全日本ウェイトリフティング選手権大会開催
　５月 26 日～ 28 日、県南体育館で男・
女の全日本ウェイトリフティング選手
権大会が開催されました。全日本女子
ウェイトリフティング大会 69kg 級に
は、小山城南中出身の入江香代子選手

（平成国際大学）が出場し、8 位の成績
を収めました。
田んぼアート田植え体験
　5 月 28 日、6 月 4 日 に、 お や ま 田 ん ぼ ア ー ト
2017 の田植え体験が行われました。美田会場は、弱
虫ペダル × 宇都宮ブリッツェン（自転車）、乙女会場
は、栃木ゴールデンブレーブス（野球）、渡良瀬遊水
地会場は、本田圭佑選手（サッカー）、絹会場は、ア

トム＆ユニコ（アニメ）をデ
ザインした図柄の田んぼアー
トです。小山市プレ DC 特別
ツアー企画の「おやま田んぼ
アート田植え体験ツアー」も
行われ、多くの皆さまにご参
加いただき大変好評でした。
見ごろは 7 月上旬からです。

　
５
月
23
日
、
台
風
や
豪
雨
の
多
い
時
期
（
出
水

期
）
に
備
え
て
、
被
害
情
報
の
収
集
や
市
民
へ
の

避
難
情
報
伝
達
な
ど
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
「
風

水
害
対
応
職
員
実
動
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
職
員
や
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
約

250
人
が
参
加
し
、
台
風
の
影
響
で
市
内
の
河
川

が
氾
濫
注
意
水
位
に
達
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い

う
想
定
か
ら
、
訓
練

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
降
雨
量

の
増
加
や
河
川
の
氾

濫
が
危
ぶ
ま
れ
る
と

い
う
報
告
が
入
る
と
、

さ
ら
に
対
応
を
強
化

し
て
、
刻
々
と
変
わ

る
状
況
を
分
析
し
、

避
難
所
開
設
や
避
難

開
始
の
決
定
を
行
い

ま
し
た
。

スポーツで人を呼び込む！

現在の小山運動公園のクラブハウス



の
事
業
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

向
日
葵
や
コ
ス
モ
ス
の
種
蒔
き
、

生
物
調
査
を
年
２
回
実
施
、
育
成

会
と
共
に
参
加
し
、
子
ど
も
達
に

も
負
け
じ
と
頑
張
る
姿
は
素
晴
ら

し
い
で
す
。
終
了
後
に
は
餅
や
ス

イ
カ
を
用
意
し
、
家
族
同
様
の
雰

囲
気
で
食
を
満
喫
し
ま
す
。

　
健
康
増
進
事
業
と
し
て
は
、
思

桜
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
、
自
治

会
愛
好
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
へ

月
２
回
の
参
加
、
１
泊
２
日
の
温

泉
旅
行
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
泊
旅
行
は
ほ
と
ん
ど
の
会
員
が

参
加
し
、
宴
会
で
は
自
慢
の
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
み
、
延
長
に
な
る
ほ

ど
活
気
の
あ
る
雰
囲
気
と
な
り
、

一
層
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
後
の
取
組
と
し
て
、
高
齢
者

を
取
り
巻
く
交
通
事
故
や
詐
欺
、

認
知
症
等
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
出
前
講
座
を
増
や
し
、周
知
・

徹
底
を
図
り
、
防
止
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員

減
少
防
止
に
努
め
、
30
人
以
上
の

増
員
を
目
標
に
、
加
入
者
が
何
を

求
め
て
い
る
の
か
、再
度
検
証
し
、

自
治
会
、
地
域
住
民
と
協
力
し
、

高
齢
者
が
安
心
安
全
で
暮
ら
せ
る

自
治
会
、
地
域
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
会
長
　
石
川
　
重
雄
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活
動
内
容
◦
加
入
の
問
合
せ

　
桑
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　
　
　
桑
出
張
所
☎
（22）
４
５
４
５

　
本
会
は
「
荒
井
長
寿
会
」
と
称

し
、
会
員
の
互
助
と
親
睦
を
図
る

こ
と
で
連
携
を
深
め
、
日
々
の
生

活
に
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
明
る
く
、

健
康
に
留
意
し
、
共
に
長
寿
を
全

う
す
る
こ
と
を
目
的
に
各
種
事

業
、
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
は
市
の
最
北
に
位
置
し
、

農
村
地
帯
と
な
り
ま
す
。
近
く
に

白
鳥
の
飛
来
す
る
大
沼
、
桑
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
会

員
は
男
性
11
人
、
女
性
12
人
の
23

人
で
構
成
さ
れ
、
全
員
が
協
力
的

で
ま
と
ま
り
の
あ
る
長
寿
会
で

す
。

　
主
な
事
業
・
行
事
と
し
て
、
奉

仕
活
動
を
年
３
回
実
施
、
県
道
や

神
社
の
除
草
・
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
や
各
種
団

体
へ
の
協
力
・
参
加
と
し
て
自
治

会
主
催
の
行
事
、
年
３
回
の
神
社

祭
礼
に
は
、
育
成
会
と
合
同
で
老

若
男
女
と
も
に
祭
り
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
夏
祭
り
は
、
手
づ
く
り
流

し
ソ
ー
メ
ン
、
金
魚
す
く
い
等
の

催
し
物
が
あ
り
ま
す
。
冬
祭
り
に

は
長
い
太
手
巻
寿
司
を
子
ど
も
達

と
作
り
ま
す
。
悪
戦
苦
闘
し
て

作
っ
た
巻
寿
司
の
評
価
は
、
太

か
っ
た
り
、
細
か
っ
た
り
と
さ

ま
ざ
ま
で
し
た

が
、
何
事
も
忘

れ
全
員
大
爆
笑

し
な
が
ら
食
べ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
あ
じ

さ
い
の
里
荒
井

荒
井
長
寿
会

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

問
総
合
政
策
課
☎
�
９
３
５
２

�

第 15 回おやま健康料理コンクール 受賞作品レシピ

問健康増進課☎22–9527●メインにした小山の食材：
　おやま和牛

★栄養価（1 人分）
エネルギー
(kcal)

たんぱく質
(g) 脂質 (g) カルシウム

(mg) 鉄 (mg) ビタミンA
(㎍ RE)

ビタミンB1
(mg)

ビタミンB2
(mg)

ビタミンC
(mg)

食塩相当量
(g)

437 24.5 26.7 125 3.7 56 0.20 0.30 29 2.7

★材料（4 人分）
≪ハンバーグ≫
①玉ねぎをみじん切りにし、あめ色になるまでよく炒める。
②ごぼうをささがきにし、あくを抜いておく。
※しっかり抜く事で後味さっぱり！！
③豆腐の水をよく切っておく。
※水っぽくならないよう、ここでよく切っておく
④ひき肉、豆腐、ごぼう、卵、米粉をボウルに入れ、よくこねる。
⑤あら熱が無くなった玉ねぎを入れ、もう一度よく混ぜる。
　この時に、塩・こしょうも入れる。
⑥ハンバーグの形を作って焼く。よく空気を抜いて真ん中をく
　ぼませる。（中まで火が通りやすくなりふくらみすぎないよ
　うに。）
⑦くぼんだ面を上にして中火で３分焼き、ひっくり返して水ま
　たは酒を振り入れてふたをする。弱火で３分焼いたら完成。

和牛ひき肉
ごぼう	
玉ねぎ	
豆腐	
卵	
米粉	
こしょう	
塩	
米油	
大根	
キャベツ	
ポン酢	
大葉	
ミニトマト

360g	
80g	
1 個	
300g	
1 個	
大さじ 3～ 4
少々	
小さじ 1	
大さじ 1	
200g	
80g	
適量	
4 枚	
8 個

　小山市では、平成 24年 7月 3日にラムサール条約湿
地に登録され、今年で５周年を迎える渡良瀬遊水地の賢
明な活用に取組んでいます。市は豊かな水の恵みを受け
ていますが、シンガポールでは水の供給が大きな課題と
なっています。狭い国土は平坦で水を貯めておくことが
難しい地形です。また、効率的に取水できる大きな河川
もありません。一方で人口の増加と産業の発展にともな
い、水の需要は増加の一途をたどっています。
　水の供給源は大きく４つあり、貯水池、隣国マレーシ
アからの購入、海水の淡水化、そして使用した水を再利
用するニューウォーター(NEWater)です。ニューウォー
ターは、下水処理場で通常処理をした水を、精密ろ過、
逆浸透、紫外線の 3段階の処理により飲用可能なレベ
ルまでに清浄し再利用を可能にしています。現在 30％
を占めるニューウォーターの使用割合を 2060 年には
55％に引き上げ、ほかの給水源と合わせて 2061 年ま
での水の完全自給を目標にしています。

　また、シンガポールには現在
17 の貯水池があり、観光のシ
ンボルであるマリーナベイも埋
め立てて作られた貯水池の 1つ
です。河口にはマリーナ・バラー
ジと呼ばれる 350 ｍの堰 ( せ
き )が設けられ、豪雨時にはゲー
トを下ろして水を海に放出し洪水を防ぎます。渡良瀬遊
水地と同様に治水の役割を果たしているのです。マリー
ナ・バラージには水や環境について学習できるギャラ
リーが併設され、緑化された屋上は、レクリエーション
ができる憩いの場となっています。市も
有効な水政策をお手本にしながら、多く
の人に自然観察・自然体験の場を提供す
る、渡良瀬遊水地のエコミュージアム化
を推進しています。
　総合政策課　川俣英司

【おやま和牛のヘルシー和風ハンバーグ】 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り

⑬

～わ食を広めま賞（おとな部門）～

★作り方

貯水地の機能を持つ
マリーナベイ

≪つけあわせ≫
キャベツをきざみ、大根をおろし、ハンバーグの上に大葉と大
根おろしをのせ、ポン酢をかける。キャベツとミニトマトを添
えれば完成！

●「おやまのわ食」について
工夫したところ・PR したいこと：
　ハンバーグなので和牛がメ
インですが、その他に米粉・
キャベツ・ごぼうなど、小山の
美味しい食べ物をたっぷりつ
めこみました！豆腐とごぼう
を半分以上の割合にする事で
カロリーを大幅におさえ、健
康に良い美味しいハンバーグ
になりました。パン粉の代わ
りに米粉を使ったので、良質
なたんぱく質やビタミンも摂
取できます。とても簡単なの
で、家族で一緒に作っていた
だきたいです。
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お

知

ら

せ

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

県
立
博
物
館
７
月
の
主
な
行
事

◆
企
画
展「
大
集
合
！
北
関
東
の

動
植
物
化
石
」▽
７
／
15
㈯
～
８

／
27
㈰
◆「
栃
木
の
遺
跡
」▽
７
／

22
㈯
～
９
／
３
㈰
◆「
地
域
回
想

法
と
博
物
館
」▽
７
／
22
㈯
～
９

／
３
㈰
◆
県
博
デ
ー
▽
７
／
16
㈰

※
月
曜
休
館
。
高
校
生
以
上
要
観
覧
料

問
同
館
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

天
体
観
望
会
「
う
し
か
い
座
を
み

つ
け
よ
う
～
土
星
を
み
よ
う
～
」

日
時
　
７
／
８
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場
　
生
井
公
民
館
　

※
駐
車
場
は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

そ
の
他
　
中
学
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
。
曇
雨
天
中
止
（
当
日
実

施
時
刻
の
１
時
間
前
に
電
話
ま
た

は
博
物
館
HP
で
要
確
認
）。

◆
当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館

駐
車
場
で
太
陽
観
測
会
も
実
施
。

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

第
54
回
小
山
市
総
合
選
手
権
大
会

（
水
泳
の
部
）

日
時
　
８
／
27
㈰
７
時
半
開
場

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象
　
市
内
の
小
・
中
・
高
生
お

よ
び
市
内
在
住
・
在
勤
の
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
に
通
う
健
康
な
男
女

参
加
費
　
個
人
１
種
目
800
円
（
１

人
２
種
目
ま
で
）、
リ
レ
ー
無
料

申
込
み
　
７
／
19
㈬
正
午
締
切

※
詳
細
は
大
会
事
務
局
ま
で

問
同
大
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ

イ
ー
グ
ル
プ
ラ
ザ
小
山
）
☎
�

８
０
１
１

第
68
回
北
関
東
中
学
校
野
球
大
会

期
日
　
７
／
26
㈬
～
31
㈪

会
場
　
鹿
窪
運
動
公
園
野
球
場
ほ

か
３
球
場

内
容
　
茨
城
県
・
栃
木
県
か
ら
90

校
が
参
加
す
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
の
軟
式
野
球
大
会

問
結
城
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
２
９
６
�
６
３
４
０

第
11
回
小
山
市
ラ
ジ
オ
体
操
会

日
時
　
７
／
29
㈯
６
時
15
分
開
会

式
・
７
時
解
散

会
場
　
小
山
総
合
公
園
森
の
は

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

■
う
た
ご
え
喫
茶
in
お
や
ま
▽
７

／
23
㈰
13
時
半
開
演
▽
文
化
セ
ン

タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
全
席
自
由
▽
一

般
千
500
円
ほ
か
▽
発
売
中

■
古
典
芸
能
鑑
賞
教
室「
奈
佐
原

文
楽
」▽
８
／
19
㈯
13
時
半
開
演

▽
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
全

席
自
由
▽
一
般
千
円
、
中
高
生
500

円
、
小
学
生
無
料
※
要
整
理
券
▽

発
売
中

■
上
保
朋
子
＆
生
沼
晴
嗣
デ
ュ

オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
▽
９
／
１
㈮
19

時
開
演
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ジ
▽
全
席
自
由
▽
一
般

千
500
円
▽
発
売
中

■
宮
田
大
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
▽

10
／
３
㈫
19
時
開
演
▽
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
全
席
指
定
▽
Ｓ

席
２
千
500
円
、
Ａ
席
２
千
円
▽
７

／
２
㈰
９
時
か
ら
発
売
開
始

■
布
施
明A

K
IR

A
 FU

S
E

 LIV
E

 
2017-2018

▽
11
／
23
㈭
17
時
開

演
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽

全
席
指
定
▽
６
千
800
円
▽
７
／
15

㈯
９
時
か
ら
発
売
開
始

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

小
山
市
消
防
署
・
結
城
消
防
署
合

同
水
難
救
助
訓
練

　
小
山
市
と
結
城
市
の
市
境
を
流

れ
る
鬼
怒
川
で
発
生
し
た
水
難
救

助
事
故
を
想
定
し
、
迅
速
な
水
難

救
助
活
動
の
連
携
強
化
を
図
る
目

的
で
、
結
城
消
防
署
と
の
合
同
水

小
山
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

期
日
　
９
／
４
㈪

会
場
　
小
山
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

第
28
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

参
加
申
込
期
間
　
７
／
６
㈭
13
時

～
24
㈪
23
時

入
札
期
間
　
７
／
31
㈪
13
時
～
８

／
２
㈬
23
時

公
売
方
法
　
せ
り
売
り

参
加
条
件
　
小
山
市
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵

守
で
き
る
方

■
公
売
財
産
下
見
会（
見
学
自
由
）

日
時
　
７
／
18
㈫
13
時
～
16
時

会
場
　
中
央
公
民
館
第
３
研
修
室

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
納
税
課
☎
�
９
４
４
５

２
０
１
７
平
和
展
　
入
場
無
料

日
時
　
７
／
27
㈭
～
31
㈪
10
時
～

18
時（
最
終
日
は
15
時
）

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
　
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
示
、

平
和
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
等
展

示
、
戦
時
体
験
者
講
話
、
平
和
図

書
・
折
り
鶴
作
成
コ
ー
ナ
ー
等

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
３

萩
野
公
介
選
手
を
応
援
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開
催

　
世
界
水
泳
２
０
１
７
ブ
ダ
ペ
ス

ト
に
小
山
市
出
身
の
萩
野
公
介
選

手
が
出
場
し
ま
す
。
み
ん
な
で
一

緒
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

日
程
　
７
／
28
㈮
・
29
㈯
・
31
㈪

（
深
夜
時
間
帯
）

会
場
　
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）

※
詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

み
ん
な
お
い
で
よ
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

日
時
　
８
／
１
㈫
９
時
～
13
時

会
場
　
県
南
体
育
館

結
城
夏
祭
り
　
中
日
イ
ベ
ン
ト

　
結
城
駅
前
通
り
に
て
旧
大
神

輿
、
万
燈
神
輿
の
渡
御
や
子
ど
も

神
輿
パ
レ
ー
ド
、
お
囃
子
演
奏
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
７
／
19
㈬
18
時
～
22
時

会
場
　
結
城
市
北
部
市
街
地

問
結
城
市
観
光
協
会
事
務
局
（
結

城
市
役
所
商
工
観
光
課
）
☎
０
２

９
６
�
０
４
２
１

ゆ
め
ま
ち
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

「
お
は
な
し
び
っ
く
り
箱
」

日
時
　
７
／
10
㈪
10
時
半
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
容
　
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居

対
象
　
未
就
学
児（
保
護
者
同
伴
）

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要

問
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
ゆ
め
ま
ち
）
☎
�
９
９
３
５

小
山
市
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー
祭
り

日
時
　
７
／
２
㈰
14
時
～
16
時
半

会
場
　
同
セ
ン
タ
ー
（
駅
東
通
り

３-

25-

２
）

内
容
　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム

や
工
作
※
参
加
者
全
員
に
か
き
氷

内
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
ほ
か

持
ち
物
　
上
履
き

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
１
４
ま
た
は

小
山
地
区
幼
稚
園
連
合
会
（
認
定
こ
ど

も
園
み
の
り
幼
稚
園
）
☎
�
２
０
２
７

等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
参
加
無
料

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
６
２
９

ら
っ
ぱ（
雨
天
時
は
県
南
体
育
館
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

そ
の
他
　
雨
天
時
は
屋
内
シ
ュ
ー

ズ
持
参
、
カ
ー
ド
持
参
の
幼
児
・

児
童
に
は
押
印
。
全
員
に
参
加
賞

あ
り

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
特
別
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
時
　
７
／
25
㈫
①
13
時
半
～
14

時
半
②
15
時
～
16
時

会
場
　
県
南
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対
象
　
①
未
経
験
者
20
人
②
ミ
ニ

バ
ス
経
験
者
30
人
※
超
過
時
抽
選

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
７
／
14
㈮
17
時
半
～
18

時
に
直
接
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
県

南
体
育
館
内
）
☎
�
２
６
９
５

※
代
理
申
込
み
の
場
合
は
、
自
分

の
子
を
除
く
２
人
ま
で
可
。
定
員

超
過
時
、
14
㈮
18
時
か
ら
抽
選

参
加
費
　
１
万
３
千
800
円
（
食
事

付
、
プ
レ
ー
費
等
込
、
参
加
賞
あ

り
）
※
当
日
徴
収

申
込
み
　
８
／
18
㈮
ま
で
に
１

組
（
３
～
４
人
）
を
集
め
て
小
山

市
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局
・
小
川
☎

０
９
０
・
８
５
８
８
・
５
８
３
０

◆本紙6月号のP15「シリーズ小山の歴史」内に誤りがありました。
　お詫びするとともに、訂正いたします。
　（誤）八男景則が小山朝攻に助けを求め　（正）八男景則が小山朝政に助けを求め
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県
立
佐
野
高
等
学
校
附
属
中
学
校

学
校
説
明
会

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策

分
）
の
申
請
期
限
に
つ
い
て

　
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策

分
）の
申
請
期
限
は
、
７
／
31
㈪

（
消
印
有
効
）ま
で
で
す
。

対
象
者
　
Ｈ
28
．
１
／
１
の
基
準

日
に
お
い
て
、
小
山
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
、

平
成
28
年
度
市
民
税
が
非
課
税
の

方
、
自
身
を
扶
養
す
る
親
族
等
も

平
成
28
年
度
市
民
税
が
非
課
税
の

方
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方

※
生
活
保
護
や
中
国
残
留
邦
人
支

援
給
付
金
等
の
受
給
者
は
除
く

支
給
額
　
１
人
１
万
５
千
円

問
福
祉
課
☎
�
９
８
５
１

平
成
28
年
中
に
家
屋
を
新
築
等
に

よ
り
取
得
さ
れ
た
方
へ

　
平
成
28
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

増
築
お
よ
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ

れ
た
方
に
対
し
、
７
月
に
不
動
産
取

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
お
手
元
に
送
付
さ
れ
た
方
は
、

納
期
限
７
／
31
㈪
ま
で
に
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所

窓
口
等
で
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

☎
０
２
８
２
�
３
４
１
３

行
政
相
談
員
に
つ
い
て

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ

ま
か
ら
広
く
行
政
（
役
所
）
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を

お
聴
き
し
て
苦
情
の
解
決
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
意
見

を
も
と
に
行
政
運
営
の
改
善
を
進

め
る
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

募

集

平
成
29
年
度
介
護
入
門
研
修

日
時
　
７
／
10
㈪
・
18
㈫
、
24
㈪
、

８
／
１
㈫
13
時
半
～
16
時

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
室
大

内
容
　
高
齢
者
の
栄
養
管
理
、
お

口
の
健
康
、
介
護
技
術
、
自
立
支

援
に
つ
い
て
等
の
講
義
・
実
技

※
無
料

申
込
み
　
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
�
９
６
４
７

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
お
も
て
な
し
講
座

～
東
京
五
輪
に
向
け
て
～

日
時
　
８
／
９
㈬
・
29
㈫
、
９
／

５
㈫
、
10
／
17
㈫
・
18
㈬
14
時
～

16
時
※
1
回
単
位
で
の
受
講
可

会
場
　
中
央
公
民
館

定
員
　
各
回
先
着
50
人
　
※
無
料

内
容
　
外
国
人
お
も
て
な
し
接
客
セ

ミ
ナ
ー
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
も
っ
と

身
近
に
ー
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
押
田
奈
津

子
と
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ほ
か

※
詳
細
は
市
内
各
施
設
に
あ
る
案

内
や
市
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
込
み
　
７
／
３
㈪
～
20
㈭
に
生

涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
５

糸
つ
む
ぎ
体
験
会

日
時
　
８
／
22
㈫
・
23
㈬
・
24
㈭

13
時
半
～
16
時

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

定
員
　
先
着
15
人

参
加
料
　
無
料（
制
作
道
具
貸
与
）

持
ち
物
　
座
布
団

申
込
み
　
７
／
３
㈪
か
ら
工
業
振

興
課
☎
�
９
３
９
７

ご
み
の
排
出
に
つ
い
て

　
可
燃
ご
み
の
排
出
削
減
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
約
８
割
が

可
燃
ご
み
で
、
そ
の
う
ち
約
４
割

が
生
ご
み
で
す
。
食
べ
残
し
を
な

る
べ
く
せ
ず
、
十
分
に
水
切
り
を

し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
排

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
１
割
を
削
減

で
き
ま
す
。

●
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
約
３
割

の
資
源
物
が
混
入
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
、
レ
シ
ー
ト
、
メ
モ
用
紙

等
の
細
か
い
紙
類
は
、
雑
誌
等
に

挟
ん
で
可
燃
系
資
源
ご
み
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
８
６

中
央
市
民
会
館
の
臨
時
休
館

　
中
央
市
民
会
館
（
文
化
セ
ン

タ
ー
・
中
央
公
民
館
・
中
央
図
書
館

分
館
）
は
修
繕
工
事
に
よ
り
、
７
／

29
㈯
・
30
㈰
の
２
日
間
臨
時
休
館
し

ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

米
粉
料
理
教
室

日
時
　
７
／
20
㈭
、
８
／
24
㈭
10

時
半
～
13
時
半

会
場
　
道
の
駅
思
川

定
員
　
各
回
先
着
24
人

内
容
　
米
粉
ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
麺
　
ほ
か

参
加
料
　
各
800
円
（
お
土
産
付
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

申
込
み
　
７
／
10
㈪
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７

夏
休
み
親
子
料
理
教
室

日
時
　
①
７
／
28
㈮
・
29
㈯
②
８

／
４
㈮
・
５
㈯
10
時
半
～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川

エ
ン
ジ
ョ
イ
　
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

■
英
会
話
出
前
講
座
▽
①
７
／
24

㈪
②
７
／
31
㈪
※
時
間
は
ク
ラ
ス

に
よ
っ
て
異
な
る
▽
①
小
山
城
南

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
②
間
々
田
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
小
学
生
～
大

人
各
ク
ラ
ス
先
着
20
人
▽
①
７
／

７
㈮
～
21
㈮
②
７
／
７
㈮
～
28
㈮

に
学
校
教
育
課
☎
�
９
６
３
３

■E
nglish C

am
p

▽
①
７
／
25

㈫
９
時
～
11
時
②
７
／
27
㈭
９
時

半
～
11
時
半
▽
①
小
山
城
南
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
②
間
々
田
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
▽
小
学
生
各
先
着
40

人
▽
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

持
参
▽
①
７
／
７
㈮
～
24
㈪
②
７

／
７
㈮
～
26
㈬
に
学
校
教
育
課
☎

�
９
６
３
３

■
英
語
で
ク
リ
ケ
ッ
ト
▽
８
／
１

㈫
９
時
半
～
11
時
半
▽
小
山
第
一

難
救
助
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
７
／
18
㈫
・
19
㈬
10
時
～

正
午
（
予
備
日
20
㈭
・
21
㈮
）

会
場
　
鬼
怒
川
河
川
敷
中
島
橋
下

流
地
点

問
消
防
署
☎
�
６
６
６
４

て
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
方
が
今

年
度
の
行
政
相
談
委
員
で
す
。

○
持
田
幸
廣
氏
、
安
藤
雅
江
氏
、

　
篠
田
早
苗
氏
、
横
塚
清
氏

　
市
町
村
な
ど
の
相
談
所
で
定
例

的
に
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
生
活
安
心
課
☎
�
９
２
８
２

日
時
　
８
／
６
㈰
10
時
半
～
正
午

会
場
　
佐
野
市
文
化
会
館

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
等

内
容
　
教
育
内
容
・
学
校
生
活
の

概
要
、
入
学
者
選
考
・
募
集
手
続

き
な
ど

※
詳
細
は
、
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
同
校
☎
０
２
８
３
�
０
１
６
１

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保

護
者
各
回
先
着
20
人

内
容
　
①
牛
肉
と
ポ
テ
ト
の
巻
き

お
に
ぎ
り
　
ほ
か
②
夏
野
菜
の

キ
ー
マ
カ
レ
ー
　
ほ
か

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

申
込
み
　
７
／
７
㈮
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７

乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験

　
子
ど
も
た
ち
と
１
日
保
育
園
・

保
育
所
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
　
７
／
24
㈪
～
９
／
29
㈮
９

時
～
16
時

会
場
　
市
内
保
育
園
・
保
育
所

対
象
　
中
学
生
・
高
校
生
・
専
門

学
校
生
・
大
学
生

申
込
み
　
７
／
３
㈪
～
８
／
10
㈭

に
絹
保
育
所
・
塚
本
☎
�
０
０
４
６

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

■
間
々
田
紐
の
組
み
ひ
も
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
▽
７
／
８
㈯
13
時
半
～
16

時
▽
大
人
千
円
、
小
学
生
600
円

■
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
調
の
絵
具
で

作
る
デ
ィ
ン
プ
ル
プ
チ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
▽

７
／
22
㈯
13
時
半
～
16
時
▽
500
円

■
結
城
紬
の
小
物
作
り
▽
７
／
30

㈰
13
時
半
～
16
時
▽
500
円

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

申
込
み
　
７
／
３
㈪
か
ら
同
館
☎

�
６
４
７
７
※
要
予
約

小
学
校
体
育
館
▽
市
内
在
住
の
小

学
生
以
上
の
方
先
着
30
人
▽
７
／

７
㈮
～
31
㈪
に
学
校
教
育
課
☎
�

９
６
３
３

閉院のお知らせ
　「平成 29年度健康のしおり」に掲載されている、ローズ整形外科（南半田 2048-2）は
5月 31日㈬付で閉院となりました。
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小
山
高
専
公
開
講
座

◆E
x
cel

総
合
講
座
▽
７
／
15
㈯

10
時
～
16
時
▽
中
学
生
以
上
10
人

▽
無
料
◆S

cratch

で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
▽
７
／
26
㈬
９
時
～
正
午

▽
小
学
校
高
学
年
～
中
学
生
10
人

▽
無
料
◆
パ
ソ
コ
ン
組
み
立
て
講

座
▽
７
／
29
㈯
９
時
～
15
時
、

７
／
30
㈰
９
時
～
正
午
▽
小
学

校
高
学
年
以
上
５
人
▽
教
材
費

４
万
５
千
円
程
度

申
込
み
　
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

フ
リ
ガ
ナ
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

k
o
u
za
@
o
ya
m
a
-ct.a

c.jp

ま
た

は
ＦＡＸ
⒇
２
８
８
０

問
同
校
☎
⒇
２
１
０
０
・
２
１
９
７

県
民
バ
ス
参
加
者

期
日
　
９
／
７
㈭

集
合
場
所
　
小
山
総
合
公
園
８
時

40
分
集
合

対
象
　
小
山
市
、
下
野
市
、
野
木
町

在
住
の
方
50
人
（
応
募
多
数
時
抽
選
）

内
容
　
県
立
博
物
館
・
農
業
大
学

校
の
見
学
、
道
の
駅
ろ
ま
ん
ち
っ

く
村
で
の
昼
食
（
各
自
自
由
）

申
込
み
　
８
／
17
㈭
ま
で
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を

記
入
の
う
え
、
往
復
は
が
き
で
県

民
プ
ラ
ザ
室（
〒
320-

8501
住
所
不
要
）

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
７
６
６

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
▽

７
／
29
㈯
12
時
半
～
16
時
▽
と
ち

ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
▽
福
祉
職
を
希
望

す
る
方
、
興
味
が
あ
る
方
▽
無

料
・
申
込
不
要
②
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
▽
７
／
29
㈯
10
時
半
～
11
時

40
分
▽
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
▽
無

料
・
要
申
込
③
福
祉
・
介
護
職
見

精
神
障
害
サ
ポ
ー
ト
教
室
（
前
期
）

日
時
　
７
／
12
㈬
、
８
／
10
㈭
、

９
／
14
㈭
14
時
～
16
時

会
場
　
県
庁
小
山
庁
舎
４
階
会
議
室

内
容
　
統
合
失
調
症
に
つ
い
て

対
象
　
関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で

第
71
回
栃
木
県
芸
術
祭
文
芸
賞
作
品

対
象
部
門
　
創
作
、
随
筆
、
詩
、

短
歌
、
俳
句
、
川
柳

応
募
資
格
　
高
校
生
以
上
の
県
内

在
住
・
在
勤
・
通
学
者
、
文
化
団

体
所
属
者
お
よ
び
本
県
出
身
者
で

未
発
表
の
作
品

応
募
料
　
２
千
円
（
高
校
生
千
円
）

申
込
み
　
７
／
21
㈮
ま
で
に
県
文

化
協
会
事
務
局
☎
０
２
８
・
６
４

３
・
５
２
８
８

初
級
ロ
シ
ア
語
講
座

日
時
　
７
／
21
・
28
、
８
／
４
・

18
・
25
の
金
曜
日
（
全
５
回
）
10

時
～
11
時
半

会
場
　
中
央
公
民
館
第
３
研
修
室
等

受
講
料
　
会
員
500
円
、
非
会
員

３
千
500
円

申
込
み
　
小
山
市
国
際
交
流
協
会

☎
�
１
０
４
２

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
９
演
奏
会
合
唱
団

　
Ｈ
30
．
１
／
14
㈰
に
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
演
奏
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

練
習
　
９
月
よ
り
文
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
実
施

募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
若
干
名

参
加
費
　
５
千
円

申
込
み
　
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�

９
５
５
２

学
・
体
験
▽
福
祉
の
仕
事
に
興

味
・
関
心
が
あ
る
高
校
生
以
上
▽

無
料
※
交
通
費
、
昼
食
代
等
自
己

負
担
・
要
申
込
④
福
祉
・
介
護
職

ス
タ
ー
ト
講
座
▽
８
／
19
、
10
／

21
、
12
／
９
の
土
曜
日
10
時
～
正

午
▽
無
料
・
要
申
込

申
込
み
・
問
　
福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８
・
６
４
３
・
５

６
２
２

⑤
保
育
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
▽

７
／
30
㈰
10
時
半
～
15
時
▽
と
ち

ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
▽
保
育
職
を
希
望

す
る
方
▽
無
料
・
申
込
不
要
⑥
保

育
の
お
仕
事
復
帰
講
座
▽
８
／
22

㈫
10
時
～
14
時
半
▽
栃
木
公
民
館

▽
保
育
士
資
格
が
あ
り
、
保
育
職

を
希
望
す
る
方
20
人
▽
無
料
・
要

申
込

申
込
み
・
問
　
と
ち
ぎ
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８

・
３
０
７
・
４
１
９
４

※
①
⑤
⑥
は
託
児
あ
り（
要
申
込
）

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

■
布
ぞ
う
り
作
り
▽
８
／
３
㈭
・

４
㈮
10
時
～
15
時
▽
２
千
300
円
▽

先
着
15
人
▽
講
師
・
室
井
厚
巳
子
氏

▽
針
、
は
さ
み
、
も
の
さ
し
、
洗
濯

ば
さ
み
６
個
を
各
自
準
備
▽
参
加

者
は
ズ
ボ
ン
着
用
。
昼
食
は
各
自

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座
▽
８
／
23

か
ら
毎
週
水
曜
日
10
時
～
11
時
半

ゆ
め
ま
ち
認
知
症
予
防
教
室

日
時
　
７
／
27
㈭
10
時
～
正
午

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

内
容
　
薬
剤
師
講
話「
薬
と
の
つ

き
あ
い
方
」、
認
知
症
予
防
脳
ト
レ

定
員
　
35
人
　
※
参
加
無
料

問
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
小

山
総
合
☎
�
０
２
１
１

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
平
成

29
年
度
後
期
非
常
勤
講
師
等

勤
務
期
間
　
10
月
～
Ｈ
30
．
３
月

募
集
人
員
　
各
若
干
名

申
込
み
　
７
／
28
㈮
～
８
／
10
㈭

に
学
校
教
育
課
☎
�
９
６
５
４

募集講師等 資格・内容等 勤務時間・日数

T・T教員 小学校または中学校教員免許 1日 6時間、
85日間程度

特別支援教育
サポーター

特別な教育的支援を必要とする児
童・生徒への支援

1日 6時間、
84日間程度

外国人児童生徒
指導員・支援員

スペイン語、ポルトガル語、英語、
タガログ語、中国語等の堪能な方、
日本語指導・学習支援のできる方

1日 6時間、
65日間程度

生活相談員（小
学校）

小学校（義務教育学校前期課程）
または中学校（義務教育学校後期
課程）において、児童生徒の教育
相談活動等

1日 6時間、
60日以内

心の教室相談
員（中学校）

1 日 6時間、
50日以内

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
上
級
）

日
時
　
７
／
28
㈮
13
時
半
か
ら

会
場
　
健
康
医
療
介
護
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー

内
容
　
認
知
症
に
つ
い
て
深
く
学

び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

日
時
　
８
／
３
㈭
14
時
～
16
時

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
肢
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

補
装
具
・
医
学
・
生
活
相
談

定
員
　
先
着
５
人
程
度

申
込
み
　
７
／
21
㈮
ま
で
に
福
祉

課
☎
�
９
６
２
４
・
FAX
�
２
３
７
０

も
（
本
人
・
家
族
等
含
む
）

申
込
み
　
各
回
３
日
前
ま
で
に
県

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
支

援
課
☎
�
６
１
９
２

（
全
５
回
）
▽
２
千
300
円
▽
先
着

20
人
▽
講
師
・
竹
澤
庸
子
氏
▽
裁

縫
用
具
は
各
自
持
参

申
込
み
　
７
／
３
㈪
９
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

科
学
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時
　
８
／
22
㈫
９
時
～
15
時

行
先
　
森
永
製
菓
㈱
小
山
工
場
、

関
東
職
業
能
力
開
発
大
学
校

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
親
子
40

人
程
度
※
申
込
み
は
１
グ
ル
ー
プ

５
人
以
内
。
小
学
生
未
満
の
子
ど

も
は
同
伴
不
可
。
超
過
時
抽
選

参
加
費
　
無
料
　
※
昼
食
は
各
自

申
込
み
　
７
／
21
㈮
ま
で
に
工
業

振
興
課
☎
�
９
３
９
９

お
し
ご
と
体
験
バ
ス

「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
へ
Ｇ
Ｏ
！
」

日
時
　
９
／
２
㈯
６
時
出
発
、
17

時
帰
着
予
定

行
先
　
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京

対
象
　
市
内
在
住
小
学
生
親
子
40

人
程
度
※
保
護
者
は
２
人
ま
で
参

加
可
。
Ｈ
28
同
事
業
の
参
加
者
は

対
象
外
。
超
過
時
抽
選

参
加
費
　
小
学
生
４
千
730
円
、
16

歳
～
59
歳
の
大
人
千
980
円
（
入
場

料
・
保
険
代
含
）

申
込
み
　
７
／
19
㈬
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

を
知
る

対
象
　
養
成
講
座
初
級
コ
ー
ス
を

受
講
し
た
、
市
内
在
住
・
在
勤
者

30
人
※
参
加
無
料
。

申
込
み
　
７
／
24
㈪
ま
で
に
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
�
９
６
４
８
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み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ

子
育
て
支
援
事
業「
ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ

ブ
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
」

７
／
13
㈭
10
時
半
～
11
時
15
分
▽

こ
ば
と
保
育
園
▽
０
・
１
歳
児
の
親

子
10
組
▽
オ
イ
ル
代
300
円
▽
バ
ス

タ
オ
ル
１
枚
、
お
む
つ
の
替
え
1

枚
、
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
持
参

（
授
乳
可
）▽
同
園
ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ

ブ
☎
�
０
２
０
９

子
育
て
支
援
事
業「
子
育
て
広
場

す
ま
い
る
・
に
っ
こ
り
ち
ゃ
ん
・

え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
合
同
リ
ト

ミ
ッ
ク
」　

７
／
19
㈬
10
時
半
～
11
時
半
▽
桑

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
マ
ル
ベ
リ
ー

館
▽
市
内
在
住
未
就
園
児
親
子（
１

歳
か
ら
）40
組（
託
児
な
し
）▽
無
料

▽
７
／
３
㈪
～
14
㈮
に
さ
く
ら
保

育
園
☎
�
７
０
６
８

シ
ル
バ
ー
大
学
校
同
窓
会
小
山
支

部
第
８
回
作
品
展
　

７
／
22
㈯
・
23
㈰
10
時
～
16
時（
23

㈰
は
15
時
ま
で
）▽
道
の
駅
思
川
小

山
評
定
館
▽
無
料
▽
事
務
局
・
齋

藤
☎
�
７
５
０
０

英
会
話
入
門
・
韓
国
語
入
門
講
座

７
／
28
㈮
か
ら
毎
週
金
曜
日
全
８

回
▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ロ

ブ
レ
６
階
）▽
８
千
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）
▽
各
先
着
15
人
▽

国
際
文
化
交
流
協
会
・
前
田
☎

０
９
０
・
６
４
８
９
・
２
８
０
３

ス
マ
イ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
～
つ
む
ぐ

歌
～
　

８
／
６
㈰
14
時
半
～
16
時
▽
道
の

時期 市役所からこんにちは 6:00 から 3時間ごと 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬
■第 11 回小山市ラジオ体操会 /
生涯スポーツ課　等 ■「社会を明るくする運動」

中旬
■おやまサマーフェスティバル
/ 商業観光課　等

■「あなたがあなたらしく
生きるために」

下旬
■栃木県立博物館地域移動博物
館「キノコの世界」 / 博物館　等

■生涯学習テレビ大学
「『歌舞伎入門講座』歌舞伎
はどんな芸術？」

月間 ■イベント情報 / 秘書広報課
■英会話講座「G'day OYAMA」/ 国際交流員　等

7月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　デジタル101chを
選局ください。
問秘書広報課22–9353

※
営
利
・
営
業
活
動
等
を
目
的
と
し
た
記
事
の
掲

載
は
で
き
ま
せ
ん
。
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
掲
載
希
望
の
方

は
秘
書
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
時
　
７
／
29
㈯
、
９
／
30
㈯
、

駅
思
川
評
定
館
▽
入
場
無
料
▽
藤

井
☎
�
２
２
６
７

子
育
て
支
援
事
業「
お
琴
体
験
ミ

ニ
教
室
　
丹
野
井
弘
寿
先
生
」

８
／
８
㈫
10
時
半
～
11
時
半
▽
黒

田
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
マ
ロ
ン
の
い
え
▽
市
内
在

住
未
就
園
児
親
子
10
組
▽
マ
ロ
ン

の
い
え
☎
�
８
２
５
４

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演「
す
み
れ
島
」

出
演
者
募
集
　

【
公
演
】
８
／
11
㈮
14
時
開
演

【
レ
ッ
ス
ン
】７
／
29
㈯
、
８
／
６

㈰
・
９
㈬
・
10
㈭
▽
４
日
間
の
集

中
レ
ッ
ス
ン
、
高
校
生
限
定
の

コ
ー
ラ
ス
参
加
も
あ
り
▽
受
講
料

な
ど
は
要
問
合
せ
▽
中
央
ア
ー
ト

ス
ク
ー
ル
☎
�
３
７
１
５

第
６
回
小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
　

８
／
16
㈬
～
21
㈪
５
泊
６
日
▽
東

京
都
小
笠
原
村
父
島
▽
小
学
３
年

生
～
中
学
３
年
生
30
人
▽
９
万
円

＋
旅
費（
４
万
６
千
円
～
12
万
千

円
）※
出
発
地
に
よ
り
異
な
る
▽

海
の
自
然
体
験
活
動
、
森
の
自
然

体
験
活
動
、
野
外
炊
飯
な
ど
▽

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル「
ス

テ
ッ
プ
ス
」会
員
募
集
　

毎
週
月
曜
日
10
時
半
～
正
午（
第

１
月
曜
日
は
除
く
）▽
県
南
体
育

館
▽
月
会
費
２
千
500
円
▽
同
サ
ー

ク
ル
・
佐
々
木
☎
�
２
５
７
５

小
山
市
工
業
大
学
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

日
時
　
９
／
２
㈯
・
９
㈯
９
時
半

～
17
時

会
場
　
関
東
職
業
能
力
開
発
大
学
校

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

受
講
料
　
１
人
千
円

申
込
み
　
７
／
31
㈪
ま
で
に
工
業

振
興
課
☎
�
９
３
９
９

コース名 定員
3 次元 CAD 講座 20 人
Word と Excel の活用（初
級編） 15 人

Excel の活用（中級編） 20 人
インテリアコーディネート・
プレゼンテクニック入門 15 人

デジタル写真の画像処理入門 20 人
住宅の DIY 入門 15 人
プレゼンテーションソフト
PowerPoint の基本操作 20 人

講座名 定員 期間 受講料
研削砥石取り替え
業務特別訓練① 10 人 8/3 ㈭・4 ㈮

8 時半～ 17 時半

3,520 円

第 1 種電気工事
士筆記試験準備
講習

20 人 9/12 ㈫～ 14 ㈭
9 時～ 16 時

表計算データ処
理（Excel2013
応用編）

14 人 9/14 ㈭・15 ㈮
9 時～ 16 時

県立県南産業技術専門校技能講習会

日時・内容 定員・受講料

申
込
み
　
７
／
７
㈮
ま
で
※
応
募
多
数
時
抽
選

文
化
セ
ン
タ
ー
問
☎
�
９
５
５
２

第9回小山市伝統工芸文化こども教室
① 7/26 ㈬下野しぼり・流しびな
② 8/3 ㈭間々田ひもストラップ
③ 8/4 ㈮藍染ハンカチ
④ 8/24 ㈭車屋美術館鑑賞＆折り紙

児童 30 人
3,500 円

アーティストに学ぼう
① 8/6 ㈰演劇コース
② 8/17 ㈭美術コース
③ 8/20 ㈰音楽コース
④ 8/22 ㈫ダンスコース

①②③児童各 50 人
④小学・義務教育学校
　1 ～ 3 年生 30 人
各回 1,000 円

舞台スタッフ体験教室
8/23 ㈬舞台をつくってみよう！

小学・義務教育学校
4 ～ 6 年生 12 人
1,000 円

中
央
公
民
館
問
☎
�
９
５
６
２

夏休み子ども科学教室
① 7/24 ㈪思川の水生昆虫
② 7/27 ㈭子ども電気教室
③ 8/2 ㈬野外学習・葛生化石館
④ 8/10 ㈭ダンボールクラフト
⑤ 8/21 ㈪風に向かって走る車作り
⑥ 8/29 ㈫科学実験・空気砲

小学・義務教育学校
4 ～ 6 年生 30 人
3,000 円

ふれあい子ども塾
① 9/3 ㈰オリエンテーション
② 9/17 ㈰わくわく工作
③ 10/8 ㈰・④ 10/22 ㈰野外学習
⑤ 11/12 ㈰スポーツ大会
⑥ 12/17 ㈰クリスマス会

児童 35 人
5,000 円

10
／
21
㈯
９
時
半
～
正
午
、
11
／

３
㈮
８
時
半
～
15
時
、
12
／
２
㈯

13
時
～
15
時

対
象
　
障
害
の
あ
る
方
た
ち
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ

る
高
校
生
以
上
の
方
20
人
程
度

参
加
料
　
無
料
※
保
険
料
と
し
て

200
円
程
度
か
か
り
ま
す

申
込
み
　
７
／
14
㈮
ま
で
に
同
校

☎
�
５
１
２
１

申込み・問　開講日の10日前までに
　　　　　　同校☎0284�0803



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（予約制）

期　日　8月18日㈮
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　①9:00 ～② 9:30 ～
　　　　　　　③ 10:00 ～④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　7月19日㈬から☎22-9527

とちぎ子ども救急電話相談

　お子さんが急な病気やケガで心配
なときご相談ください。家庭での対
処方法などについて、看護師がアド
バイスします。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028-600-0099）

とちぎ救急医療電話相談

　大人（おおむね 15歳以上）を対象
とした救急電話相談です。急な病気
やケガで心配なときご相談くださ
い。救急車要請や医療機関受診の要
否、家庭での対処方法などについ
て、看護師がアドバイスします。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028-623-3344）

第4回「小山の地域医療を考える市
民会議」参加者募集
　小山の医療の現状を学んだり、地
域医療を広めるための活動をしてい
ます。
日　時　8月18日㈮18:30～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27-0500

離乳食教室（要申込）
日　時　9月 7日㈭
　　　　9:30 ～ 11:30（受付 9:15）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中期（7～ 8カ月）の
　　　　児とその保護者先着20組
内　容　中・後期食の講話、歯科衛
　　　　生士による講話、試食等
参加料　100円（材料代）
申込み　8月7日㈪から☎22-9527

自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（参加無料）
日　時　7月13日㈭14:00 ～ 16:00
会　場　同病院本館地下1階
内　容　ミニレクチャー他
問同病院☎58-7107

歯周疾患検診のお知らせ
対象者　40・50・60・70・75歳
の市民※市民税特別徴収の方除く
受診場所　市内の委託医療機関（一
覧は受診券に記載）
受診期間　平成30年1月31日㈬まで
料金　1,000円※70・75歳の方無料
※当日は検診のみとなります。治療
が必要な場合は、後日医療機関の診
察を受けてください
問☎ 22-9522

開運おやま健康マイレージ

　対象事業などに参加し10ポイン
ト集めると、「道の駅思川商品お取
替券」など3つのコースのうち1つ
と必ず交換できる事業です。楽しく
健康づくりを行いましょう。
対　象　16歳以上の小山市民
※詳しくは健康増進課または市内各
出張所にあるパンフレットをご覧く
ださい。また本紙イベントカレン
ダーにも対象事業には
ださい。また本紙イベントカレン

マークが
ついていますのでご覧ください
問☎22-9532

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込）

日　時　7月20日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
み物、タオル、ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22-9607

食生活改善推進員による
①「健康料理教室」②「親子料理教室」
③「おやこの食育教室」
日時・内容
① 7月 13 日㈭ 10 時から・栄養バ
ランスを考えた健康料理実習
② 8月 2日㈬ 10時から・食生活や
健康の話を聞き、親子で楽しく料理
作り
③ 8月 3日㈭ 10時から・親子で楽
しく料理作り
会　場　①保健・福祉センター
　　　　②間々田市民交流センター
　　　　③大谷公民館
対　象　①市内在住成人の方先着
　　　　20人、②③市内在住年長
　　　　～小学生の子どもとその保
　　　　護者各先着 20人
持ち物　エプロン・三角巾
参加費　各 1人 600 円程度
申込み　①7月6日㈭まで、②③7月
　　　　25日㈫までに☎22-9607
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　対象者は65歳以上の方（平成30
年3月31日現在）です。6月中旬に受
診票を送付しますので、持参してく
ださい。どの会場でも受診可能です。
※今年度の肺がん検診（胸部レントゲ
ン検査）を受ける予定の方は、今回受
診する必要はありません
◆間々田地区

結核検診(7月)問☎22-9526

日時 会場

7/18
㈫

8:20 ～ 8:40 鏡集落センター
9:00 ～ 9:20 押切集会所
9:40 ～ 10:00 市立寒川公民館
10:20 ～ 10:40 迫間田公民館
11:00 ～ 11:20 本宿公民館
11:40 ～ 12:00 仲坪集会所

7/19
㈬

7:30 ～ 8:30 粟の宮公民館
8:50 ～ 9:20 千駄塚公民館
9:40 ～ 10:50 間々田中学校
11:10 ～ 11:40 美しが丘公民館
13:00 ～ 13:20 西黒田中会所
13:40 ～ 14:00 東黒田集落センター

7/20
㈭

8:00 ～ 8:30 中妻公民館
8:50 ～ 9:20 乙女小学校
9:40 ～ 10:30 上町公民館
10:50 ～ 11:30 エミネンス小山
13:00 ～ 13:30 秋葉整骨院宅駐車場

7/21
㈮

7:30 ～ 8:10 平和公民館
8:30 ～ 8:50 南飯田集落センター
9:10 ～ 9:30 下山・間々田自動車教習所前
9:50 ～ 10:10 前新田・ヒサキ金属工業宅
10:30 ～ 11:20 楓・デイサービスきみぼ

7/24
㈪

8:00 ～ 8:20 寒沢公民館
8:40 ～ 9:00 楢木公民館
9:20 ～ 9:40 市立生井公民館
10:20 ～ 10:40 上生井公民館
11:00 ～ 11:20 下生井・桜源寺
11:40 ～ 12:00 東生井農協倉庫
13:30 ～ 13:50 白鳥集落センター

7/25
㈫

7:30 ～ 8:00 1 丁目・竜昌寺
8:20 ～ 9:10 間々田小学校
9:30 ～ 10:30 間々田商工会
11:00 ～ 11:30 市立寒川公民館
13:00 ～ 14:00 間々田市民交流センター

マシンを使った高齢者筋力向上ト
レーニング「金曜コース」（要申込）

会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護認定を受け
ていない方、医師からの運動制限がな
く市が定める禁止基準に該当しない方
※利用は年度1人2回まで
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
※9:30 ～ 16:00の間で自由利用
※初回オリエンテーション　定員1日6人
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22-9616・9647



すこやか通信

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251-7（健康医療介護
　　　総合支援センター内）
☎ 39-8880・FAX39-8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251-7（健康医療介護
総合支援センター内 )
☎ 39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科診
療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3薬
局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

8 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
④ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医療
機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27–0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

6 7 8 9 10 11 12
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
13 14 15 16 17 18 19
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
20 21 22 23 24 25 26
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
27 28 29 30 31
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④

8月の集団検診（要申込）＊３・４・５月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

1 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
8 ㈫ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 豊田公民館
9 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター

10 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
19 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
21 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 小山東出張所

22 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター

23 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 間々田市民交流センター
25 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 絹公民館
30 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
31 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

家庭でできる食中毒予防 問健康増進課
☎22–9527

　食中毒予防の三原則「食中毒菌をつけない、増やさない、やっつける」をもとに家庭でできる「食中毒予防」の
ための 6つのポイントについてお知らせします。
ポイント①　「食品の購入」
◆消費期限などの表示を確認
◆肉や魚の汁がもれないよう分けて包む
◆買い物が終わったら、すみやかに持ち帰る

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成29
年度健康のしおり」内の検診申込み書から
お申込みください。折り返し「集団健診の
お知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、
②受診券（基本健診受診者のみ）、③健康
保険証、④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）
は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳
の女性市民が対象です。希望者は年齢確認
のできるものを持参し各会場へ直接お越し
ください。（事前申込み不要）
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ポイント②　「家庭での保存」
◆買い物から帰ったら、すぐに冷蔵庫・冷凍庫に入れる
◆冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫は－15℃以下に維持
◆肉や魚などは汁がもれないように包んで保存
ポイント③　「下準備」
◆こまめに手を洗う
◆生肉・魚は、生で食べるものから離す
◆野菜もよく洗う
◆調理が済んだ食品と調理前の食品は、まな板や包丁
　を区別して扱う

ポイント④　「調理」
◆こまめに手を洗う
◆加熱調理は十分にする
◆電子レンジを使う時は均一に加熱されるようにする
ポイント⑤　「食事」
◆食事の前に手を洗う
◆盛付けは、清潔な器具・食器を使う
◆常温で長時間放置しない
ポイント⑥　「残った食品」
◆作業前に手を洗う
◆清潔な器具・容器を使って保存
◆温めなおす時は、十分に加熱する

◆まな板、包丁、布巾、スポンジなどの器具は、使用
　後に洗剤と流水でよく洗う

問☎22-9522



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 20㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 25㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

8･22㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 3㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎
通
常
相
談

　月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て包括支援課☎22‒9626
ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て包括支援課

☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30～17:15 地域包括ケア推進課☎22‒9852

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 12㈯10:00～12:00
16㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 9㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 8･22㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談予約制 17㈭13:30～15:30 税理士

行政書士専門相談
予約制 16･23㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為等、書類や手続きに関する相談

不動産相談予約制 1㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 20㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 10㈭10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

2㈬ 9:30～11:30
26㈯14:00～16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22‒9664

19㈯14:00～16:00
30㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

19㈯14:00～16:00
23㈬ 9:30～11:30 場所：間々田出張所

2㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

9㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

心配ごと相談
（生活全般の相談）

1･15･29㈫
10:00～15:00

8･22㈫
13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
1･15･29㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 日時は予約時に確認 保健師　県南健康福祉センター☎22‒6192

女性のための心の相談予約制 28㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営･キャリア
相談予約制 5･19㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

■ 8月は移動図書館「せきれい」がお休みとなります。

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談8

図書館つうしん（8月分）

●子どもビデオ上映会　問中央図書館☎21-0750
日　時 上映作品 上映時間 会　場 定　員

第1回 8/2㈬14:00 ～ 「ぼくの防空壕」 45分
中央図書館2階
視聴覚ホール

各120人
※申込み不要第2回 8/9㈬14:00 ～ 「とうさんまいご」 31分

第3回 8/23㈬14:00 ～「こねこのぴっち」 31分
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■ 7月末～ 8月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21‒0750
　7/31㈪、8/7㈪・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22‒9575
　7/29㈯・30㈰・31㈪、８/7㈪・11㈮・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
　【注意】7/28㈮18:00～8/1㈫9:00は花火大会のため返却
ポストは使用できません。
○間々田分館　☎41‒6230
　７/31㈪、８/7㈪・11㈮・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22‒4544
　７/31㈪、８/7㈪・11㈮・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館からの借用資料は、
破損の恐れがありますのでポストへの返却はご遠慮ください

■おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

会名（会場） 日　時
夏休み　パネルシアター＆紙芝居 7/30 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ 8/2 ㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおはなし会
（小山分館） 4㈮ 11:00

おはなしメロディ 6㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 8㈫ 15:30

おはなしこんにちは 9㈬ 10:30
おはなしメロディ 13㈰ 14:00
おはなしウェンディ 0・1・2 16 ㈬ 11:00
おこれんのおはなし会 20㈰ 14:00
ゆめまちおはなし会
（小山城南市民交流センター） 26㈯ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 27㈰ 14:00



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22‒9420へ
ご連絡ください。

■ 8 月は市県民税（普通徴収）
2 期、国民健康保険税（普通徴
収）・後期高齢者医療保険料（普
通徴収）・介護保険料（普通徴
収）2 期の納期月です。納期限
は 8 月 31 日㈭です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 8 月の日曜納税相談窓口は 8
月 27 日㈰です。
問納税課☎22‒9442

日

　時

5日㈯･6日㈰･12日㈯･13日㈰
19日㈯･20日㈰･26日㈯･27日㈰

各8:30 ～ 17:15

※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22‒9402

場

　所

市民課☎22‒9402
小山城南出張所☎31‒3650
※小山城南出張所は月曜定休

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

車屋美術館企画展「世界の巨匠がこども
だった頃」（～ 9 月 3 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館

中学生・高校生サマーボランティアスクール
（～ 8 月 10 日㈭） 社会福祉協議会☎22-9501

1 日 ㈫ キッズフェスティバル 2017
みんなおいでよ幼稚園・こども園 9:00 ～ 13:00 県南体育館 こども課☎22-9614または小山地区幼稚園連合

会（認定こども園みのり幼稚園）☎38-2027
2 日 ㈬
3 日 ㈭
4 日 ㈮
5 日 ㈯ 第 17 回おやま思川アユ祭り ※ 要申込み 9:00 ～ 11:30 思川観晃橋上流（城山公園側） 都市計画課☎22-9203
6 日 ㈰ 小学生親子サマーボランティアスクール 10:00 ～ 15:00 県南体育館研修室 社会福祉協議会☎22-9501
7 日 ㈪
8 日 ㈫
9 日 ㈬ OYAMA おもてなし講座～東京五輪に向けて～ ※ 要申込み 14:00 ～ 中央公民館 生涯学習課☎22-9665

10 日 ㈭
11 日 ㈮ 山の日
12 日 ㈯ クラフト館ワークショップ「小さなデザインフレーム」※ 要申込み 13:30 ～ 16:00 おやま本場結城紬クラフト館 同館☎32-6477
13 日 ㈰
14 日 ㈪
15 日 ㈫
16 日 ㈬
17 日 ㈭
18 日 ㈮ 第 4 回小山の地域医療を考える市民会議 18:30 ～ 20:00 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27-0500

19 日 ㈯ E ボートレース 2017 渡良瀬大会
※ 要申込み 8:00 ～ 13:00 渡良瀬遊水地谷中湖北ブロック 渡良瀬遊水地ラムサール推進課

☎22-9354

20 日 ㈰
ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊水地」
つばめのねぐら入り観察会 ※ 要申込み 16:00 ～ 19:00 市役所本庁舎玄関前集合 渡良瀬遊水地ラムサール推進課

☎22-9354
開運盆踊り 18:00 ～ 21:00 道の駅思川 道の駅思川☎38-0201

21 日 ㈪ 第 39 回人権講演会 13:30 ～ 16:00 文化センター大ホール 生涯学習課☎22-9695
22 日 ㈫ 糸つむぎ体験会（～ 24 日㈭） 13:30 ～ 16:00 おやま本場結城紬クラフト館 工業振興課☎22-9397
23 日 ㈬
24 日 ㈭
25 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617

26 日 ㈯

C ＆ K　小山凱旋野外ライブ 17:00 ～ 19:30 小山運動公園陸上競技場 商業観光課☎22-9317または㈱エンズ
エンターテイメント☎03-5774-4646

第 13 回寺野東遺跡縄文まつり 9:00 ～ 15:00 おやま縄文まつりの広場
（大字梁 2075-4） 文化振興課☎22-9668

クラフト館ワークショップ「輪織の麻ひもバッグ」 ※ 要申込み 13:30 ～ 16:00 おやま本場結城紬クラフト館 同館☎32-6477
27 日 ㈰ 日曜納税相談窓口 8:00 ～ 17:15 本庁舎 1 階納税課 納税課☎22-9444・9446
28 日 ㈪
29 日 ㈫
30 日 ㈬
31 日 ㈭

日時未定
8 月下旬 小山の日本一ビールまつり 小山御殿広場 小山市観光協会☎30-4772
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8月 カレンダー広報

思川観晃橋上流（城山公園側）

政光くん・寒川尼ちゃん

※　の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、6月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください
※本誌 6月号 P23「7月の広報カレンダー」内、高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」の日程に誤りがありました。
　お詫びするとともに訂正いたします　（誤）7月 23日㈰　（正）7月 28日㈮
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5 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】5月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　43件(176件)　負傷者　54人(217人)
死者　  2人(6人)

火災　  9件(47件)　救急　677件(3,409件)
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